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研究ノート 

 

南京空襲に関する日中史料対照表 

大坪慶之・倉田健吾・楠田崇平 

 

 ここに掲載するのは、日本軍による南京空襲（1937 年 8 月 15 日～12 月 13 日）に関す

る日中双方の史料を対照した 5 種類の表である。南京空襲で爆弾が投下された場所につい

ては、これまで日本側の史料に依拠して言及されることが多かった。しかし、日本軍の南

京占領後に現地調査を行った源田實（第二聯合航空隊の参謀として空襲に参与）によると、

戦闘詳報などの報告内容と現地調査の結果とは必ずしも一致しなかったという1。したがっ

て、現地の様子が分かる史料、例えば中国の新聞で報道された被害場所に関する情報の把

握が重要になってくる。一方、先行研究では中国で発行された新聞の利用は一部にとどま

り、記事中に登場する着弾地点に関する情報を網羅的に収集・整理する作業は、管見の限

りなされていないようである。そこで、南京空襲の記述が比較的多い『中央日報』『申報』

の二紙について2、被害状況を報道している記事から地理的な情報（道路名・住所・建物名

など）を収集するとともに（表２・表３）、異同を対照できるように日本側史料の内容も整

理した（表４・表５）。また対照を容易にするために、表２～４をまとめた表１を作成した。 
 表１は、『中央日報』『申報』の記事と日本側史料と照らし合わせつつ、着弾地点に関し

て筆者三名の間で議論した結果をまとめたものである。着弾地点について中国側の新聞が

曖昧な書き方をしている場合は、日本側の戦闘詳報や戦闘概報、『戦史叢書 中国方面海軍

作戦〈1〉昭和十三年三月まで』（防衛庁防衛研修所戦史室、朝雲出版社、1974 年）に出て

くる爆撃の目標や結果報告を参考に、範囲を絞り込んだ3。表２は、『中央日報』の記事に登

場する住所や建物名など、具体的な場所が分かるデータを軸に各項目を作成したものであ

る。一方、表３では『申報』の被害報道の記事と『戦史叢書』の記述とを対照できるよう

に、日付を基準にしている。表４は、アジア歴史資料センターのホームページで公開され

ている戦闘詳報・戦闘概報の内容をまとめたものである。また表５は、阿部信夫（編著）『支

那事変戦記―海軍航空戦―』（大日本雄辯会講談社、1939 年）の内容および巻末付録の空爆・

撃墜一覧表をもとに、関連するデータを整理したものである。 
 以上のように、表１～表５は実際の着弾地点を明らかにするというより、日中双方の史

料を対照することに重きを置いている。そのため、各表のデータが必ずしも合致している

わけではない。また、当時の地形図や空中写真を利用した考察ができていないなど、不十

分な点もある。それらについては、読者諸氏のご海容をたまわるとともに、ご教示を願う

次第である。 

                                                  
1 源田實 1961『海軍航空隊始末記―発進篇―』文藝春秋新社、pp.191-192, 228-229 参照。 
2 『中央日報』は国民党の機関紙として、南京で発行されていた。また『申報』は、1872~1949 年にかけ

て主に上海で刊行されていた、中国で一・二位を争う部数を誇る中文日刊紙である。 
3 例えば中国側の新聞に「東南門外」と報道され、日本側の目標・爆撃地点が「大校場飛行場」とあった

場合は、実際に飛行場が南京城の東南郊外に位置していたことから、同じ場所を指していると判断した。 

10



番
号

日
付

爆
撃
の
目
標
地
点

投
弾
数
合
計
o
r機

銃
掃
射

位
置
（
登
記
区
）

爆
撃
地
点
（
投
弾
数
）

建
築
物
被
害
状
況

備
考

1
5
区
か

中
正
路
（
1
）

同
時
に
、
大
陸
銀
行
（
新
街
口
）
・
妙
機
公
司
（
位
置
不
明
）
を
機

銃
掃
射
か
。

2
2
区

明
故
宮
（
2
）

一
箇
所
は
午
朝
門
（
不
発
）

3
2
区

馬
府
街
（
1
）

不
発

4
5
区

止
馬
営
四
号
（
1
）

房
屋
に
大
き
な
穴
が
あ
く

5
郊

外
（
南

東
）

通
済

門
附

近
（
?/
5
)

投
弾

数
は

、
光

華
門

外
と
合

わ
せ

て
5
。

6
郊

外
（
南

東
）

光
華

門
の

外
（
?/
5
）

投
弾

数
は

、
通

済
門

と
合

わ
せ

て
5
。
郊

外
の

七
里

街
か

。
7

郊
外
（
南
東
）

不
明
（
1
）

位
置
は
『
中
央
日
報
』
か
ら
推
測
。

8
2
区

馬
路

街
電

柱
1
本

電
流

を
止

め
て
お
り
、
影

響
な
し
。

9
4
区
か

泰
倉
巷
四
号

1
0

郊
外
（
南
東
）

七
里
街
二
十
一
号

1
1

2
区

火
瓦
巷
四
十
七
号

1
2

3
区

東
石
壩
街

警
察
分
駐
所
の
建
物
が
損
壊

1
3

7
区

宝
塔
橋
〔
街
〕
【
下
関
】

1
4

5
区

〔
中
山
路
〕

中
央
日
報
社

爆
撃
地
点
は
建
物
名
称
か
ら
比
定
。

1
5

蓬
子
村
一
号
（
1
）

不
発

1
6

蓬
子

村
二

号
（
1
）

房
屋

が
半

間
損

壊
人

的
被

害
な
し
。

1
7

郊
外
（
北
）

五
洲
公
園
（
2
）

【
玄
武
湖
】

一
つ
は
湖
に
落
ち
て
不
発
。
一
つ
は
「
留
日
同
学

会
」
付
近
に
落
ち
て
爆
発
す
る
も
、
被
害
無
し
。

1
8
8
月

1
9
日

南
京

火
薬
廠
・
南
京
兵
器
廠

【
七

里
街
附
近
】

城
外
1
0
発
以
上

郊
外
（
南
東
）

〔
大
校
場
〕
飛
行
場
（
2
）

目
標
地
点
は
、
「
戦
闘
詳
報
」
の
地
図
よ
り
推
測
。
他
に
、
軍
官

学
校

や
国

民
政

府
参

謀
本

部
も
目

標
と
な
り
、
爆

弾
が

投
下

さ
れ
る
（
戦
闘
詳
報
）
。

1
9
8
月

2
2
日

大
校

場
飛
行
場

城
外
2

郊
外
（
南
東
）

郊
外
の
野
原
（
2
）

投
弾
地
点
は
「
雨
花
台
」
附
近
か
（
戦
闘
概
報
）
。

2
0
8
月

2
4
日

大
校

場
飛
行
場

城
外
2

郊
外
（
南
東
）

郊
外
（
2
）

2
1

城
内
（
数
十
弾
）
、
城
外
（
数
弾
）

6
区

中
央
大
学
実
験
中
学
（
房
八
十
余

間
は
破
損
）

『
申
報
』
に
は
2
6
日
上
午
と
あ
る
が
、
「
戦
闘
詳
報
」
『
中
央
日
報
』

の
記

事
か

ら
、
2
7
日

未
明

の
誤

り
と
思

わ
れ

る

2
2

郊
外
（
東
）

遺
族
学
校
〔
国
民
革
命
軍
遺
族
学

校
、
1
9
2
8
年

創
立
〕

『
申
報
』
に
は
2
6
日
上
午
と
あ
る
が
、
「
戦
闘
詳
報
」
『
中
央
日
報
』

の
記
事
か
ら
、
2
7
日
未
明
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
遺
族
学
校
は
、

紫
金
山
の
南
側
。

2
3

「
城
中
省
三
医
院
」
〔
城
内
に
あ
る
江
蘇
省
立
第

三
医
院
か
〕

『
申
報
』
に
は
2
6
日
上
午
と
あ
る
が
、
「
戦
闘
詳
報
」
『
中
央
日
報
』

の
記

事
か

ら
、
2
7
日

未
明

の
誤

り
と
思

わ
れ

る
2
4

兵
器

廠
〔
七

里
街

附
近

か
〕

郊
外

郊
外

三
箇

所
で
民

居
が

火
災

（
重

大
な
損

失
な
し
）

目
標

地
点

は
、
8
月

1
9
日

と
同

じ
か

。
2
5

〔
郊
外
（
西
）
〕

〔
江
東
門
〕

中
央
広
播
電
台
（
損
害
は
軽
微
）

午
前
。
位
置
は
洪
武
路
・
白
下
路
交
差
点
か
。

2
6

〔
太
平
路
か
〕
（
2
）

自
来
水
廠
（
損
害
は
軽
微
）

午
前
。
附
近
に
投
弾
2
。

2
7

〔
郊
外
（
東
南
）
〕

〔
大
校
場
〕
飛
行
場
（
「
損
庫
一
所
」
）

午
前
。
「
戦
闘
詳
報
」
に
は
、
大
校
場
飛
行
場
と
あ
り
。

2
8

〔
郊
外
（
東
南
）
〕

〔
七
里
街
〕

兵
工
廠
（
損
害
は
軽
微
）

午
前
。

2
9

郊
外

（
西

）
〔
江

東
門

街
〕
（
数

弾
）

江
東

門
附

近
（
重

大
な
損

失
な
し
）

午
前

。
3
0

南
城

（
数

弾
）

午
後

。
同

日
の

4
・
5
区

の
空

襲
を
ま
と
め
た
も
の

と
思

わ
れ

る
。

3
1

〔
太
平
路
〕
（
数
弾
）

太
平
路
西
自
来
水
廠

午
後
。

3
2

3
区

李
家
苑

（
「
投

弾
」
あ
り
）

午
後

。
死

傷
婦

孺
約

十
人

。
場

所
は

、
建

康
路

の
北

側
で
長

さ
は
東
西
3
0
0
メ
ー
ト
ル
。
東
は
旧
王
府
園
、
西
は
承
恩
里
。
現
在

3
3

4
区

下
江
考
棚
（
1
か
）

棺
材
店
、
市
立
医
院

午
後
。
『
申
報
』
に
「
炸
一
」
と
あ
り
（
表
３
番
号
2
3
）
。

3
4

4
区

白
酒
坊

民
房
数
箇
所

午
後
。

3
5

5
区

評
事
街

民
房
数
箇
所
　

午
後
。

3
6

教
少
営

民
房
数
箇
所
　

午
後
。

3
7

4
～
5
区
か

中
華
路
（
僅
か
）

民
房
十
余
間

午
後
。
死
傷
数
人
。

3
8

郊
外

（
南

）
中

華
門

外
西

街
香

鋪
営

民
家

が
数

カ
所

破
損

3
9

郊
外
（
東
南
）
か

兵
工
廠

4
0

2
区

飛
行
場
〔
大
校
場
〕

4
1

郊
外
（
東
）

紫
金
山
嶺
気
象
台

4
2

1
区

鄧
府

巷
民

家
が

数
カ
所

破
損

4
3

6
区

中
央
大
学

4
4

6
区

挹
江
門

4
5

6
区

和
平
門

4
6

自
来
水
廠

表
１
．
総

合

9
月

1
9
日

南
京

附
近
敵
飛
行
機
、
防
衛

司
令

部
・
附
近
市
街
地

大
校

場
・
明
故
宮
飛
行
場

8
月

1
5
日

城
内
5
、
城
外
6
（
う
ち
不
発
2
）

機
銃
掃
射

8
月
1
6
日

城
外
4
（
う
ち
不
発
2
）

8
月

2
7
日

憲
兵

団
、
航
空
署
、
軍
官
学

校
、
警
備
司
令
部
、
銀
行
街

9
月

1
9
日

南
京

附
近
敵
飛
行
機

「
富
貴
山
」
は
、
紫
金
山
が
南
京
城
内
の
東
北
部
に
張
り
出
し
た

場
所
で
、
砲
台
が
あ
る
。

9
月

2
0
日

雨
花

台
砲
台
・
富
貴
山
砲

台
・
大

校
場
飛
行
場

国
民

政
府
・
参
謀
本
部
・
中

央
電

播
台

11



4
7

1
区

国
府
路

道
路
が
破
損

『
申
報
』
に
「
国
府
附
近
之
国
府
路
」
と
あ
り
（
表
３
番
号
2
6
）
。

4
8

6
区

中
山

路
北

段
道

路
が

破
損

「
鼓

楼
附

近
之

中
山

路
北

段
」
と
あ
り
（
表

３
番

号
2
6
）
。

4
9

6
区

中
央
党
部
（
5
）

中
央

党
部

の
房

屋
を
毀

損
（
軽

微
）
、
裏

側
の

民
生
旅
館
が
被
害
、
附
近
の
橋
が
全
壊

午
前
。

5
0

6
区

〔
中
央
党
部
附
近
〕
池

塘
・
荒
地
（
十
余
枚
）

午
前
。

5
1

6
区

〔
中
央
党
部
附
近
〕
路
面

（
7
～
8
）

午
前
。

5
2

6
区

〔
中
央
党
部
附
近
〕
民
房

（
十
余
枚
）

房
屋

五
十

余
間

を
毀

損
午

前
。
平

民
四

十
余

人
が

死
傷

。

5
3

6
区

山
西
路
口
の
中
山
路

5
4

6
区

寧
夏
路
口
の
小
山
上

5
5

7
区
・
8
区

浦
口
・
京
滬
車
站
一
帯

（
十
余
弾
）

午
後
。

5
6

7
区

英
商
和
記
洋
行
一
帯

5
7

7
区

〔
下
関
〕

難
民
収
容
所

5
8

7
区

煤
炭
港
附
近
（
数
弾
）

【
下
関
】

5
9

6
区

新
住

宅
区

午
前

、
ア
メ
リ
カ
・
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
大

使
館

の
所

在
地

。

6
0

6
区

鼓
楼

ア
メ
リ
カ
大

使
館

附
近

西
康

路
沿

（
琅

琊
路

と
天

竺
路

の
間

。
旧

跡
と
し
て
現

存
）
。

6
1

1
区

〔
太
平
路
・
中
山
東
路
〕

大
行
宮

6
2

「
城
南
」

A
B
C
番
菜
館
門
前
（
多

道
路
に
大
き
な
穴
が
開
く

6
3

3
区

内
政
部

中
国
銀
行
裏
側
の
住
宅
7
箇
所

6
4

3
区
か

警
備
司
令
部

憲
兵
司
令
部
の
こ
と
か
。

6
5

3
区

〔
太
平
路
〕
（
数
弾
）

電
報
局

6
6

3
区
・
4
区

秦
淮
河
（
3
）

6
7

旅
京
外
人
の
住
宅
区

6
8

飛
行
場

6
9

郊
外
（
南
東
）

兵
工
廠
、
そ
の
他
軍
事

機
関

7
0

英
商
国
際
出
口
公
司
の

浮
き
橋

7
1

7
区

下
関
（
数
弾
）

首
都
電
廠
（
機
器
が
多
少
の
損
傷
）

「
首
都
電
廠
」
は
、
下
関
に
あ
る
電
灯
廠
。
現
在
、
遺
址
公
園
。

7
2

7
区

中
山
碼
頭

中
山
北
路
が
長
江
に
出
る
と
こ
ろ
。
首
都
電
灯
廠
附
近
。

7
3

7
区

下
関

電
力
廠

7
4

1
区

洪
武
路
・
土
街
口
（
3
）

中
央
通
訊
社
の
総
社
（
社
屋
全
壊

）
7
5

1
区

〔
中
山
東
路
・
臚
政
牌

海
関
公
署

海
関
公
署
は
、
財
政
部
に
連
な
っ
て
い
る
。

7
6

1
区

土
街
口
（
1
）

江
蘇
銀
行
の
門
前

7
7

郊
外
（
西
）

江
東
門
外
（
不
明
）

中
央
広
播
電
台
（
機
械
の
部
品
が

破
損
）

7
8

郊
外
（
西

江
東
門

一
体
の
房
屋

7
9

自
来
水
廠

8
0

7
区
・
8
区

太
古
公
司
碼
頭
附
近

（
2
）
【
下
関
・
浦
口
】

8
1

イ
ギ
リ
ス
商

社
の

祥
泰

木
行
公
司
（
1
）

8
2

路
透
電
の
周
囲
5
0
0

ヤ
ー
ド
以

内
（
6
）

8
3

1
区

〔
黄
浦
路
〕

衛
生
署
（
全
国
衛
生
署
、
全
壊
）

8
4

1
区

〔
中
山
東
路
〕
中
央
医
院

の
後
面
（
1
）

中
央
医
院
附
近
一
帯

8
5

2
区
（
o
r6
区
）

頭
條
巷

8
6

2
区
（
o
r6
区
）

二
條
巷

8
7

2
区
（
o
r6
区
）

三
條
巷

一
体
の
房
屋

8
8

交
通

兵
団
・
北
極
閣
防
空
指

揮
所

1
区

大
紗
帽
巷

8
9

6
区

〔
鶏
鳴
寺
の
南
側
〕
（
1
）

中
央
大
学
文
学
院
附
近
（
美
術
科

と
公
共
衛
生

9
月

2
5
日

下
関

電
灯
廠

財
政

部

中
央

広
播
無
電
台

交
通

兵
団

9
月

2
2
日

中
央

党
部

南
京

停
車
場
・
周
辺
の
倉
庫

内
政

部
、
警
備
司
令
部
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9
0

6
区

峨
嵋
路

9
1

1
区
と
6
区
の
境
界

四
牌
楼

衛
生
事
務
所
分
所

9
2

劉
公
祠

9
3

美
新
煤
炭
商

9
4

7
区
の
南
側
境
界

三
汊
河
（
5
）

9
5

南
京

兵
工
廠
〔
七
里
街
附
近

か
〕

郊
外
（
東
南
）

〔
七
里
街
〕

観
音
寺

9
6

4
区

胭
脂
巷

9
7

宰
猪
巷

9
8

和
合
街

9
9

和
合
里

1
0
0

自
来
水
廠

1
0
1

広
東
医
院

1
0
2

中
山
汽
車
行

1
0
3

3
区

針
巷

1
0
4

2
区

致
和
街

1
0
5

2
区

建
康
路

一
体
の
房
屋

1
0
6

3
区
・
4
区

門
東

一
体
の
房
屋

1
0
7

4
区

辺
営

一
体
の
房
屋

1
0
8

2
区

王
府
園
2
7
号
院
内

日
本
の
駆
逐
機
が
1
機
墜
落
。

1
0
9

中
央

党
部

6
区

〔
中
央
〕
党
部

1
1
0

法
国

哈
瓦

斯
通

訊
社

南
京

分
社

フ
ラ
ン
ス
の

通
信

社
（
『
筧

橋
精

神
』
p.
3
0
0
）
。

1
1
1

海
通

社
南

京
分

行
フ
ラ
ン
ス
の

通
信

社
（
『
筧

橋
精

神
』
p.
3
0
0
）
。

1
1
2

美
聯
社

建
築
中
。

1
1
3

郊
外
（
北
）

八
卦
洲
（
数
弾
）

1
1
4

津
浦
路
局
が
損
傷
（
車
房
、
水
塔

、
車
輌
軌
道
）

1
1
5

浦
口
小
学
校
（
校
舎
の
一
部
が
毀

損
）

1
1
6

扶
輪
小
学
校
（
校
舎
の
一
部
が
毀

損
）

1
1
7

小
河
南
の
下
碼
頭

民
房
の
毀
損

1
1
8

合
成
街

民
房
の
毀
損

1
1
9

光
華
門
外
飛
行
場

大
校
場
飛
行
場

1
2
0

〔
七
里
街
〕

兵
工
廠

1
2
1

大
校
場
飛
行
場

1
2
2

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
数
弾
）

1
2
3

郊
外
（
東
南
）

光
華
門
外
（
2
6
）

少
数
の
民
家
が
毀
損

1
2
4

3
区

水
佐
営
五
号
【
門
東
】

楊
宅

1
2
5
1
0
月

1
3
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場

1
2
6

光
華
門
外
（
数
弾
）

1
2
7

光
華
門
外
（
6
）

1
2
8
1
0
月

1
6
日

郊
外
（
東
南
）

光
華
門
外
郊
野
（
数
弾
）

1
2
9
1
0
月

1
8
日

郊
外
（
東
南
）

光
華
門
外
郊
野
（
数
弾
）

1
3
0

郊
外
（
東
南
）

東
南
門
の
外
（
1
0
数
弾
）

1
3
1

郊
外
（
東
南
）

光
華
門
の
外
（
数
弾
）

1
3
2

8
区

浦
口

浦
口

は
火

車
輪

渡
、
付

近
の

家
屋

、
津

浦
輪

渡
を
含

む
。

1
3
3

1
区

武
定
門
附
近
、
富
貴
山

の
東

「
富
貴
山
」
は
、
紫
金
山
が
南
京
城
内
の
東
北
部
に
張
り
出
し
た

場
所
で
、
砲
台
が
あ
る
。

1
3
4

7
区

下
関
輪
渡

1
3
5

大
校
飛
行
場

1
3
6

兵
工
廠

1
3
7

大
校

場
飛
行
場
、
火
薬
廠
、

造
兵

廠
郊

外
（
東

南
）

大
教

〔
校

〕
場

飛
行

場
軽

微
な
損

害
『
中

央
日

報
』
に
「
投

弾
」
と
の

み
あ
り
（
表

２
番

号
5
9
）
。

1
3
8

浦
口

停
車
場
、
国
防
硫
酸
亜

廠
8
区

浦
口

津
浦
路
輪
渡
碼
頭
（
簡
単
に
は
修
復
不
可
能
）
、

浦
口
車
站

『
中
央
日
報
』
に
「
投
弾
」
と
の
み
あ
り
（
表
２
番
号
6
0
）
。

1
3
9
1
0
月

2
2
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
数
弾
）

1
0
月

1
2
日

大
校

場
飛
行
場
、
火
薬
廠

1
0
月

1
4
日

大
校

場
飛
行
場

郊
外
（
東
南
）

〔
浦
口
〕

9
月

2
8
日

大
校

場
飛
行
場

郊
外
（
東
南
）

1
0
月

6
日

郊
外
（
東
南
）

8
区

1
0
月

1
9
日

9
月

2
7
日

浦
口

停
車
場
附
近
の
倉
庫

1
0
月

2
0
日

大
校

場
飛
行
場
格
納
庫
、
附

近
兵

舎
群

1
0
月

2
1
日

郊
外
（
東
南
）

9
月

2
5
日

北
極

閣
防
空
指
揮
所

市
政

府
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1
4
0
1
0
月

2
3
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
数
弾
）

一
部
の
房
屋
毀
損

1
4
1
1
0
月

2
6
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
の
左
側

（
数
弾
）

飛
行
場
内
に
数
箇
所
穴
が
あ
く

1
4
2
1
1
月

1
0
日

大
校

場
飛
行
場
（
格
納
庫
、

兵
舎

、
航
空
機
）

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
数
弾
）

損
害

な
し

1
4
3
1
1
月

1
1
日

大
校

場
飛
行
場

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
1
0
数
弾
）

1
4
4
1
1
月

1
5
日

大
校

場
飛
行
場
、
飛
行
機

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
附
近

（
2
0
余
弾
）

1
4
5

郊
外
（
東
南
）

光
華
門
外
（
数
弾
）

1
4
6

1
区

二
郎
廟
〔
街
〕

1
4
7

1
区

遊
府
西
街

1
4
8

1
区

碑
亭
巷

1
4
9

国
民
大
会
巨
厦
城
の
東
南
隅
（
1
）

1
5
0

李
西
中
学
房
屋
（
1
）

1
5
1
1
1
月

2
5
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
（
1
2
弾

以
上
）

1
5
2

兵
工
廠
、
飛
行
場
附
近

1
5
3

光
華
門
附
近
（
数
弾
）

1
5
4

郊
外
（
東
北
）

ゴ
ル
フ
場
附
近
（
多
数
）

ゴ
ル
フ
場
は
、
太
平
門
の
外
側
す
ぐ
（
富
貴
山
近
く
）
の
場
所
。

1
5
5
1
2
月

4
日

南
京
両
飛
行
場
飛
行
機
o
r明

故
宮

飛
行
場
格
納
庫

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
・
そ
の
他

軍
事
機
関

1
5
6

逸
仙
橋
の
東
側
手
前
の

河
岸
一
帯
（
2
0
数
弾
）

1
5
7

中
山
門
外
か
ら
西
華
門

大
街
の
間
の
区
域

1
5
8

1
区

明
故
宮
飛
行
場
の
西
側

の
貧
民
区
域
（
8
）

1
5
9

8
区

浦
口
車
站
付
近
（
1
0
数

弾
）

津
浦
路
局
第
八
号
第
十
号
貨
桟

1
6
0

8
区

浦
口
車
站

1
6
1

7
区

下
関
（
1
0
数
弾
以
上
）

1
6
2
1
2
月

9
日

郊
外
（
東
南
）

大
校
場
飛
行
場
お
よ
び

南
京
周
辺
の
中
国
軍
の

日
本

軍
が

大
校

飛
行

場
を
占

領
。

1
6
3
1
2
月

1
2
日

7
区

・
8
区

パ
ナ
イ
号

註
：
①
「
空
襲
の
目
標
地
点
」
は
、
表
４
（
戦
闘
詳
報
・
戦
闘
概
報
）
に
基
づ
く
。
ま
た
「
位
置
」
と
「
備
考
」
は
整
理
を
行
っ
た
筆
者
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の

項
目

は
、
表

２
・
３
（
『
中

央
日

報
』
『
申

報
』
）
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

②
「
位

置
」
は

、
筆

者
が
「
爆
撃
の
目
標
地
点
」
「
爆
撃
地
点
（
投
弾
数

）
」
か
ら
比
定
し
た
も
の
で
、
「
○
区
」
は
登
記
区
を
表
す
。
郊
外
に
つ
い
て
あ
る
程
度
分

か
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
郊
外
（
八
方
位
）
」
で
示
し
た
。

③
「
爆
撃
地
点
（
投
弾
数
）
」
に
あ
る
〔
　
　
〕
は
、
記
事
の
文
脈
か
ら
整
理
を
行
っ
た
筆
者
ら
が
推
定
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

④
「
爆
撃
地
点
（
投
弾
数
）
」
に
あ
る
【
　
　
】
は
、
当
該
地
名
の
所
在
地
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
整
理
を
行
っ
た
筆
者
ら
が
情
報
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

1
2
月

7
日

1
2
月

6
日

⑤
「
備

考
」
の

番
号

1
1
1
・
1
1
2
に
出
て
く
る
『
筧
橋
精
神
』
は
、
何
邦
立

（
編
著
）
『
筧
橋
精
神
―
空
軍
抗
日
戦
争
初
期
血
涙
史
―
』
独
立
作
家
、
2
0
1
5
年
。

投
弾

数
は

1
日

合
計

で
1
0
余

弾
。

1
2
月
5
日

明
故
宮
飛
行
場
格
納
庫

1
区
・
2
区

う
ち
5
弾
が
、
明
故
宮
飛
行
場
に
命
中
。

1
2
月

3
日

郊
外
（
東
南
）

1
日

合
計

で
民

房
数

十
間

1
1
月

2
4
日

電
話

局
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番
号

日
付

到
達
時
刻

（
次
数
）

爆
撃
時
刻

爆
撃
地

点
（
投
弾
数
）

建
築
物
被
害
状
況

備
考

出
典
日
付

1
1
4
:3
0

午
朝
門
（
1
）

不
発

8
月

1
5
日

の
投

弾
数

は
合

計
1
1
、
う
ち
2
個

が
不

発
、
命

中
し
た
う
ち
5
箇

所
が

軽
い
損

傷
（
番

号
1
～

1
2
）
。
明

故
宮

に
あ
り
。

2
1
4
:3
5

城
南
郊
外

（
6
）

表
３
番
号
7
・
8
か
ら
、
通
済
門
・
光
華
門
の
外
の
可
能
性
大
。

3
1
4
:3
5

馬
路

街
電

柱
1
本

電
流

を
止

め
て
お
り
、
影

響
な
し
。

4
1
4
:3
5

馬
府
街
（
1
）

不
発

5
1
4
:5
5

止
馬
営
四
号
（
1
）

房
屋
に
大
き
な
穴
が
あ
く

6
1
4
:5
5

泰
倉
巷
四

号
女
性
雇
人
の
右
足
に
、
機
銃
掃
射
が
一
発
命
中
。

7
1
5
:1
5

七
里
街
二

十
一
号

住
人

の
祖
義
良
（
男
性
）
が
、
機
銃
掃
射
で
負
傷
。

8
1
5
:2
0

火
瓦
巷
四

十
七
号

機
銃
掃
射
で
1
人
負
傷
。

9
1
5
:2
0

東
石
壩
街

警
察
分
駐
所
が
2
回
の
機
銃
掃
射
で
建
物
損
壊

1
0

1
5
:2
0

宝
塔
橋
〔
街

〕
【
下
関
】

宝
塔

橋
で
2
人

負
傷

、
江

辺
の

駁
船

（
主

に
河

川
で
の

運
搬

用
に
用

い
ら

れ
る
小
型
船
）
で
1
人
負
傷
。

1
1

不
明

〔
新
街
口
付
近
〕

中
央
日
報
の
建
物

機
銃
掃
射
後
、
国
府
路
に
沿
っ
て
東
へ
と
抜
け
る
。

1
2

1
7
:0
0
頃

〔
記
載
な
し
〕

偵
察
に
来
た
よ
う
だ
が
、
投
弾
せ
ず
。

1
3

1
0
:0
0

蓬
子
村
一

号
（
1
）

不
発

1
4

1
0
:0
0

蓬
子
村
二

号
（
1
）

房
屋
が
半
間
損
壊

1
5

1
1
:1
0

五
洲
公
園

（
2
）

一
つ
は
湖
に
落
ち
て
不
発
。
一
つ
は
「
留
日
同
学

会
」
付
近
に
落
ち
て
爆
発
す
る
も
、
被
害
無
し
。

1
6
8
月
1
9
日

1
9
:0
0

〔
記
載
な
し
〕

民
国
軍
と
戦
闘
に
な
り
撤
退
。

8
月
2
0
日

1
7
8
月

2
2
日

1
9
:4
5

郊
外
の
野

原
（
2
）

8
月
2
3
日

1
8
8
月

2
4
日

2
0
:0
0

郊
外
（
2
）

8
月
2
5
日

1
9
8
月
2
7
日

0
:0
0

城
郊
（
数
弾
）

三
箇
所
で
民
居
が
火
災
（
重
大
な
損
失
な
し
）

空
襲
の
時
間
は
、
0
:0
0
-
3
:0
0
。
流
〔
マ
マ
：
硫
〕
磺
弾
を
使

用
。

8
月
2
7
日

2
0

午
前

〔
記
載
な
し
〕

民
国
軍
と
戦
闘
に
な
り
撤
退
。

2
1

1
5
:0
0

〔
記
載
な
し
〕

民
国
軍
と
戦
闘
に
な
り
撤
退
。

2
2
9
月

2
0
日

1
0
:2
0

城
南
及
城

中
（
7
）

房
屋
破
壊
五
十
余
間

空
襲
の
時
間
は
、
1
0
:2
0
-
1
2
:4
0
。
平
民
の
死
者
1
5
人
、
負
傷
者
1
6
人
。

9
月
2
1
日
か

2
3

〔
玄
武
湖
東

〕
中
央
党
部
（
房
屋
毀
損
多
間
）

9
月
2
2
日
1
回
目
の
空
襲
の
時
間
は
、
1
1
:0
0
-
1
1
:4
5
（
番
号
2
3
～
2
6
）
。

「
投

弾
」
と
の

み
あ
り
。

2
4

〔
記
載
な
し
〕
（
2
0
数
弾
）

池
塘
及
荒
地
に
各
十
餘
弾

英
米

仏
か

ら
抗

議
あ
り
（
大

使
館

の
近

く
を
爆

撃
）
。
中

央
党

部
を
ね

ら
っ

て
は

ず
し
た
可

能
性

あ
り
。

2
5

〔
記
載
な
し
〕
（
7
～
8
）

路
面

中
央
党
部
を
ね
ら
っ
て
は
ず
し
た
可
能
性
あ
り
。

2
6

〔
記
載
な
し
〕
（
1
0
数
弾
）

民
房
（
房
屋
毀
損
五
十
余
間
）

死
傷
者
四
十
数
人
。

中
央
党
部
を
ね
ら
っ
て
は
ず
し
た
可
能
性
あ
り
。

2
7

1
3
:1
5
（
2
）

浦
口
及
京

滬
車
站
一
帯
（
1
0

数
弾
）

民
房
数
十
間
、
和
記
洋
行
台
船
（
1
弾
）

日
本
軍
は
、
城
内
に
侵
入
し
よ
う
と
せ
ず
。

和
記

洋
行

は
イ
ギ
リ
ス
商

社
。

2
8

9
:3
0
（
1
）

〔
下
関
〕

首
都
電
廠
（
多
少
の
損
傷
）

9
月
2
5
日
の
空
襲
は
、
9
:3
0
-
1
6
:3
0
の
間
に
5
回
（
番
号
2
8
～
4
2
）
。

2
9

洪
武
路
（
3
）

中
央
通
訊
社
（
社
屋
全
壊
）

労
働
者
3
人
が
負
傷
。

3
0

江
東
門
外

中
央
広
播
電
台
（
機
械
の
部
品
が
破
損
）

江
東

門
は
南
京
城
の
西
郊
。

3
1

不
明

衛
生
署

3
2

不
明

〔
中
山
東
路

〕
中
央
医
院
付
近
一
帯

3
3

不
明

四
牌
楼

衛
生
事
務
所
分
所

死
者
1
名
、
負
傷
者
9
名
。

3
4

不
明

広
東
医
院

死
者
3
名
、
負
傷
者
6
名
。

3
5

不
明

中
山
汽
車
行

3
6

不
明

三
條
巷

一
帯
の
房
屋

死
者
1
0
余
名
、
負
傷
者
2
0
余
名
。

3
7

不
明

江
東
門

一
帯
の
房
屋

死
者
6
名
、
負
傷
者
1
0
余
名
。

3
8

不
明

建
康
路

一
帯
の
房
屋

8
月
1
6
日

8
月

1
5
日

8
月
1
7
日

9
月
2
0
日

9
月
2
3
日

9
月
2
6
日

8
月

1
6
日

表
２
．
中

央
日

報

6
:2
0

1
1
:0
0
（
1
）

1
2
:3
0
（
2
）

8
月
1
6
日
は
4
回
の
空
襲
が
あ
っ
た
が
、
市
内
上
空
に
達
し
た
の
は
1
回

の
模

様
。
投

弾
数

は
合

計
4
。
う
ち
2
個

が
不

発
。
番

号
1
4
は

人
的

被
害

な
し
。

1
3
:5
5

9
月

1
9
日

9
月

2
2
日

9
月

2
5
日
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3
9

不
明

門
東

一
帯
の
房
屋

4
0

不
明

辺
営

一
帯
の
房
屋

死
者
8
名
、
負
傷
者
1
0
余
名
。

4
1

不
明

〔
中
央
〕
党
部

4
2

不
明

法
国
哈
瓦
斯
通
訊
社
南
京
分
社

4
3

1
0
:0
0
（
1
）

八
卦
洲
（
数
弾
）

浦
口
方
面
に
入
る
前
に
民
国
軍
と
戦
闘
に
な
る
。

4
4

津
浦
路
局
が
損
傷
（
車
房
、
水
塔
、
車
輌
軌
道
）

4
5

浦
口
小
学
校
（
校
舎
の
一
部
が
毀
損
）

4
6

扶
輪
小
学
校
（
校
舎
の
一
部
が
毀
損
）

4
7

小
河
南
下

碼
頭

民
房
の
毀
損

4
8

合
成
街

民
房
の
毀
損

4
9

三
汊
河
（
5
）

フ
ラ
ン
ス
軍
艦
か
ら
2
0
0
m
の
地
点
（
河
口
か
）
。

5
0
9
月
2
8
日

1
2
:0
0
頃

〔
記
載
な
し
〕

市
内
上
空
に
７
機
入
る
も
、
民
国
軍
の
高
射
砲
を
受
け
て
投
弾
せ
ず
に

引
き
返
す
。

9
月
2
9
日

5
1

1
0
:0
0
（
1
）

大
校
場
一

帯
空
襲
の
時
間
は
、
1
0
:0
0
-
1
2
:3
0
。

5
2

1
4
:4
5
（
2
）

大
校
場
附

近
（
1
0
余
弾
）

5
3

2
0
:0
0
（
3
）

浦
口
・
京
郊

偵
察
の
み
。

5
4

光
華
門
外

（
2
6
）

少
数
の
民
房
が
毀
損

5
5

水
佐
営
五

号
【
門
東
】

楊
宅

日
本
軍
機
が
家
屋
に
墜
落
。

5
6
1
0
月

1
6
日

1
4
:3
0

〔
光
華
門
外

〕
郊
野
（
数
弾
）

1
0
月
1
7
日

5
7
1
0
月

1
8
日

1
4
:3
0

〔
光
華
門
外

〕
郊
野
（
数
弾
）

1
0
月
1
9
日

5
8
1
0
月

1
9
日

2
:0
0

郊
外
（
1
0
余

弾
）

1
0
月
1
9
日

5
9

大
教

〔
校

〕
場

飛
行

場
軽

微
な
毀

損
「
投

弾
」
と
の

み
あ
り
。

6
0

浦
口

津
浦

路
輪

渡
碼

頭
（
簡

単
に
は

修
復

不
可

能
）

「
投

弾
」
と
の

み
あ
り
。

6
1
1
0
月

2
2
日

以
前

〔
中
華
路
・
長
楽
路
〕

考
棚
小
学
（
新
楼
房
東
北
面
が
爆
弾
で
破
損
し
、

教
室
が
全
壊
）

6
2
1
0
月

2
2
日

以
前

〔
洪
武
路
・
中
山
路
〕

鄧
府
巷
小
学
（
大
礼
堂
西
北
・
旧
校
室
北
面
・
厨

房
が
爆
弾
で
毀
損
。
他
も
戸
や
窓
が
破
損
）

6
3
1
0
月

2
2
日

以
前

〔
秦
淮
河
北

岸
の
城
内
西
側
〕

徐
家
巷
小
学
（
付
近
に
爆
弾
が
落
ち
、
中
級
教
室

の
戸
や
窓
が
破
損
）

6
4
1
0
月

2
2
日

以
前

香
舖
営
小
学
（
付
近
に
爆
弾
が
落
ち
、
巨
石
が

入
っ
て
き
て
、
屋
内
の
書
棚
？
が
破
損
）

6
5
1
0
月

2
2
日

以
前

〔
磨
盤
街
の

西
隣
〕

荷
花
塘
小
学
（
機
銃
掃
射
で
戸
や
窓
が
破
損
）

6
6
1
0
月

2
2
日

以
前

〔
王
府
園
〕

承
恩
寺
小
学
（
屋
根
、
戸
・
窓
が
破
損
）

6
7
1
0
月

2
2
日

以
前

小
学

操
場

（
爆

弾
が

あ
た
り
、
厠

所
・
教

室
の

戸
や

窓
が
毀
損
）

6
8
1
0
月

2
2
日

以
前

駟
■
巷
小
学
（
第
二
進
楼
房
六
間
に
爆
弾
が
あ
た

り
破

損
。
校

具
や

第
一

進
の

戸
や

窓
も
損

害
）

6
9
1
0
月

2
2
日

以
前

方
家

■
初

小
（
教

室
一

間
に
爆

弾
が

あ
た
り
、
校

具
破
損
）

7
0
1
0
月

2
2
日

以
前

私
立
孝
孺
小
学
（
教
室
一
進
・
校
具
破
損
）

7
1
1
0
月

2
2
日

以
前

崇
混
代
用
小
学
（
教
室
二
進
・
校
具
破
損
）

7
2
1
0
月

2
2
日

1
5
:3
0

大
校
場
附

近
（
数
弾
）

1
0
月
2
3
日

7
3
1
0
月

2
3
日

1
3
:0
0
頃

大
校
場
（
数

弾
）

一
部
の
房
屋
毀
損

1
0
月
2
4
日

7
4
1
0
月

2
6
日

1
4
:3
0

飛
行

場
左

近
（
数

弾
）

飛
行

場
内

に
数

箇
所

穴
が

あ
く

場
所

は
大

校
場

（
表

３
番

号
5
8
記

載
よ
り
）
。

1
0
月

2
7
日

7
5
1
1
月

1
0
日

1
3
:2
0
頃

大
校
場
附

近
（
数
弾
）

損
害
な
し

場
所
は
「
光
華
門
外
機
場
附
近
」
。

1
1
月
1
1
日

7
6
1
1
月

1
1
日

1
4
:3
0
頃

大
校
場
附

近
（
1
0
数
弾
）

場
所
は
「
光
華
門
外
大
校
場
附
近
」
。

1
1
月
1
2
日

7
7
1
1
月

1
5
日

1
5
:0
0
頃

大
校
場
附

近
（
2
0
余
弾
）

1
1
月
1
6
日

7
8
1
1
月

2
2
日

不
明

（
2
）

〔
記

載
な
し
〕

1
1
月

2
2
日

は
2
回

空
襲

が
あ
り
、
1
回

目
は

7
:0
0
頃

。
1
1
月

2
3
日

1
0
月

6
日

1
0
月

1
2
日

1
0
月

2
1
日

9
月
2
8
日

9
月
2
9
日

1
4
:0
0

〔
浦
口
〕
（
1
0
数
弾
）

1
2
:4
0
（
2
）

1
0
月
7
日

1
0
月
1
3
日

1
0
月
2
2
日

1
2
:3
0

9
月

2
7
日
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7
9

光
華
門
外
（
数
弾
）

8
0

二
郎
廟

8
1

遊
府
西
街

8
2

碑
亭
巷

8
3
1
1
月

2
5
日

1
3
:3
0

光
華
門
外
（
1
0
余
弾
）

1
1
月
2
6
日

註
：

④
「
爆
撃
地
点
（
投
弾
数
）
」
に
あ
る
【
　
　
】
は
、
当
該
地
名
の
所
在
地
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
整
理
を
行
っ
た
筆
者
ら
が
情
報
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

1
3
:3
0

①
「
到
達
時
刻
（
次
数
）
」
に
あ
る
「
次
数
」
は
、
一
日
に
複
数
回
の
空
襲
が
あ
っ
た
場
合
の
何
回
目
で
あ
る
か
を
示
す
。

②
「
到

達
時

刻
（
次

数
）
」
「
爆

撃
時

刻
」
は

、
中

国
時

間
（
日

本
時

間
よ
り
1
時

間
遅

い
）
。

③
「
爆
撃
地
点
（
投
弾
数
）
」
に
あ
る
〔
　
　
〕
は
、
記
事
の
文
脈
か
ら
筆
者
が
推
定
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

⑤
記
事
は
あ
る
が
、
地
理
的
な
情
報
が
な
い
場
合
は
、
「
爆
撃
地
点
（
投
段
数
）
」
を
「
〔
記
載
な
し
〕
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
築
物
の
名
称
な
ど
の
手
が
か
り
は
あ
る
が
場
所
を
特
定
で
き
て
い
な
い
も
の
は
、
空
欄
に
な
っ

1
1
月

2
4
日

1
1
月
2
5
日

1
日
合
計
で
民
房
数
十
間

投
弾
数
は
1
日
合
計
で
1
0
余
弾
。
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番
号

日
付

時
刻

爆
撃

地
点

（
投

弾
数

）
日

本
側

編
成

日
本

側
損

害
備

考
情

報
元

『
戦

史
叢

書
』
の

記
述

1
8
月

1
2
日

長
谷

川
長

官
が

大
海

令
第

十
二

号
に

よ
り

、
敵

の
攻

撃
が

あ
れ

ば
機

を
逃

さ
ず

敵
の

航
空

戦
力

を
撃

破
す

る
よ

う
指

示
を

受
け

る
。

2
8
月

1
3
日

1
4
日

に
爆

撃
を

行
う

こ
と

を
予

定
。

1
2
時

1
5
分

―
中

国
空

軍
の

マ
ー

チ
ン

単
葉

双
発

爆
撃

機
が

租
界

上
空

（
上

海
か

？
）
に

飛
来

し
、

示
威

行
動

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
4
0
）

3
8
月

1
4
日

東
シ

ナ
海

に
低

気
圧

。
5
時

3
0
分

―
長

谷
川

長
官

が
天

候
の

回
復

ま
で

空
襲

を
見

合
わ

す
よ

う
発

令
。

1
0
時

5
0
分

―
中

国
空

軍
の

戦
闘

機
3
機

、
爆

撃
機

1
機

が
上

海
特

別
陸

戦
隊

本
部

を
空

襲
。

1
0
時

5
5
分

―
爆

撃
機

5
機

が
呉

淞
沖

の
第

八
戦

隊
を

空
襲

。
1
1
時

2
2
分

―
爆

撃
機

3
機

が
旗

艦
出

雲
を

空
襲

。
1
1
時

4
0
分

―
長

谷
川

長
官

が
天

候
の

回
復

を
待

た
ず

に
中

国
空

軍
の

航
空

戦
力

を
覆

滅
す

る
こ

と
を

決
め

、
攻

撃
を

下
命

（
南

京
は

含
ま

な
い

）
。

1
9
時

0
0
分

―
長

谷
川

長
官

、
1
4
日

の
中

国
空

軍
空

襲
を

考
慮

し
、

1
5
日

の
空

襲
を

決
定

（
南

京
を

含
む

）
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.3
4
1
～

3
4
2
）

4
1
3
時

3
0
分

重
爆

撃
機

1
6
機

、
2
～

3
隊

に
分

か
れ

る
6
機

撃
墜

迎
撃

さ
れ

撤
退

。
台

湾
台

北
の

基
地

を
経

由
し

て
日

本
軍

機
は

来
て

い
る

。
中

央
社

電
、

申
報

専
電

5
1
3
時

4
5
分

◆
中

正
路

（
1
）
、

明
故

宮
（
2
）

8
機

ず
つ

2
つ

の
分

隊
に

分
か

れ
る

1
5
時

3
0
分

に
警

報
が

解
除

さ
れ

た
。

中
央

社
電

6
1
3
時

5
5
分

六
式

陸
上

攻
撃

機
（
九

六
式

陸
上

攻
撃

機
の

こ
と

か
）

6
機

撃
墜

3
時

2
0
分

に
は

日
本

軍
機

は
東

南
方

面
に

撤
退

。
同

日
2
つ

め
の

中
央

社
電

の
記

事
に

は
、

・
1
5
日

の
空

襲
は

一
時

間
半

に
わ

た
っ

て
行

わ
れ

、
計

1
1
個

の
爆

弾
が

投
下

さ
れ

た
。

南
郊

に
落

下
し

た
の

は
6
つ

で
、

1
つ

は
不

発
弾

。
城

内
に

落
ち

た
の

は
5
つ

で
1
つ

は
不

発
弾

だ
っ

た
こ

と
。

・
三

菱
４

１
号

を
撃

墜
の

こ
と

。
・
木

更
津

海
軍

航
空

隊
の

飛
行

機
が

墜
落

し
た

こ
と

。
に

つ
い

て
の

記
述

が
あ

る
。

同
日

3
つ

目
の

中
央

社
電

に
は

、
・
1
3
時

1
5
分

に
警

報
が

鳴
り

、
4
5
分

に
日

本
軍

機
が

南
京

上
空

に
現

れ
、

中
正

路
に

1
弾

、
明

故
宮

に
2
弾

の
爆

弾
を

落
と

し
て

逃
げ

去
り

、
3
時

3
0
分

に
警

報
が

解
除

さ
れ

た
と

あ
る

。

中
央

社
電

7
1
4
時

◆
明

故
宮

飛
行

場
（
2
）
、

光
華

門
外

（
5
）

爆
撃

機
1
6
機

、
3
分

隊
に

分
か

れ
る

2
5
0
キ

ロ
爆

弾
、

5
0
0
キ

ロ
爆

弾
装

6
機

撃
墜

台
北

か
ら

三
時

間
か

け
て

飛
ん

で
き

て
爆

弾
を

落
と

し
た

。
8
月

1
5
日

の
2
回

目
の

空
襲

に
つ

い
て

は
記

述
な

し
。

路
透

電

8
1
5
時

3
0
分

◆
通

済
門

・
明

故
宮

付
近

　
（
7
）

★
新

街
口

大
陸

銀
行

、
妙

機
公

司
2
5
0
キ

ロ
爆

弾
装

備
７

機
撃

墜
申

報
専

電

9
6
時

5
機

南
京

郊
外

で
迎

撃
さ

れ
撤

退
。

8
月

1
6
日

は
、

5
回

に
わ

た
っ

て
日

本
軍

機
が

来
襲

し
た

と
あ

り
（
「
中

央
社

電
」
と

は
異

な
る

）
。

申
報

専
電

1
0

1
1
時

2
0
分

南
京

郊
外

で
迎

撃
さ

れ
撤

退
。

8
月

1
6
日

は
、

4
回

に
わ

た
っ

て
日

本
軍

機
が

来
襲

し
た

と
あ

り
（
「
申

報
専

電
」
と

は
異

な
る

）
。

中
央

社
電

1
1

午
後

各
次

数
に

5
機

ず
つ

防
空

網
を

築
い

て
い

た
中

国
軍

に
迎

撃
さ

れ
撤

退
。

2
～

5
回

目
ま

で
の

攻
撃

に
つ

い
て

述
べ

た
も

の
。

申
報

専
電

1
2

1
2
時

ま
た

は
1
6

時
3
0
分

の
ど

ち
ら

か

◆
東

南
門

外
（
1
0
数

弾
。

そ
の

内
、

飛
行

場
か

ら
2
マ

イ
ル

の
地

点
に

2
弾

）
重

爆
撃

機
8
機

3
機

安
徽

省
の

広
徳

よ
り

援
軍

に
来

た
中

国
軍

機
が

迎
撃

。
路

透
電

1
3

1
9
時

3
0
分

1
0
数

機
2
機

墜
落

し
た

う
ち

の
1
機

の
搭

乗
員

は
、

1
名

が
死

亡
し

て
い

た
が

、
5
人

が
軽

機
関

銃
を

も
っ

て
逃

走
し

た
た

め
追

跡
し

て
い

る
と

こ
ろ

。
爆

弾
が

さ
く
裂

す
る

音
を

皆
が

聞
い

た
、

と
記

述
あ

り
。

中
央

社
電

、
路

透
電

1
4

8
月

2
1
日

1
8
時

数
機

南
京

近
郊

で
迎

撃
さ

れ
る

。
見

出
し

に
よ

れ
ば

、
象

山
洋

方
面

に
日

本
の

航
空

母
艦

あ
り

。
8
/
2
1
付

夕
刊

の
記

事
に

、
前

日
に

日
本

軍
兵

士
の

捕
虜

を
南

京
に

送
っ

た
と

の
記

述
あ

り
（
空

襲
は

し
て

い
な

い
と

思
わ

申
報

専
電

表
３

．
申

報

8
月

1
6
日

8
月

1
9
日

8
月

1
5
日

5
時

3
0
分

―
空

母
加

賀
よ

り
九

四
式

艦
爆

1
6
機

、
九

六
式

艦
攻

1
3
機

、
八

九
式

艦
攻

1
6
機

発
進

。
う

ち
九

六
式

艦
攻

が
南

京
に

向
か

う
が

、
天

候
不

良
の

た
め

引
き

返
す

。
木

更
津

海
軍

航
空

隊
九

六
式

陸
攻

2
0
機

に
よ

る
空

襲
。

1
4
時

5
0
分

～
1
5
時

3
0
分

に
か

け
て

爆
撃

し
、

1
6
機

帰
投

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.3
4
3
～

3
4
6
）

1
0
時

5
5
分

―
鹿

屋
航

空
隊

が
句

容
飛

行
場

を
爆

撃
し

、
そ

の
帰

途
に

南
京

を
爆

撃
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
4
7
）

未
明

―
長

谷
川

長
官

が
漢

口
、

九
江

、
南

京
、

徐
州

へ
の

爆
撃

を
命

令
。

1
3
時

3
0
分

―
九

六
式

陸
攻

7
機

は
南

京
火

薬
廠

、
南

京
兵

器
廠

を
爆

撃
。

2
0
時

0
0
分

―
九

六
式

陸
攻

1
4
機

が
軍

官
学

校
、

国
民

政
府

参
謀

本
部

を
爆

撃
、

全
機

帰
投

。
高

度
3
0
0
0
ｍ

以
上

の
高

高
度

爆
撃

と
日

没
前

の
空

襲
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.3
4
9
～

3
5
0
）
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1
5

8
月

2
2
日

1
9
時

4
5
分

◆
郊

外
（
2
）

重
爆

撃
機

3
機

夜
間

の
た

め
、

探
照

灯
を

照
射

し
た

。
中

央
社

電
2
1
時

3
0
分

―
木

更
津

海
軍

航
空

隊
が

大
校

場
飛

行
場

を
第

一
次

爆
撃

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
5
1
）

1
6

8
月

2
3
日

1
時

4
0
分

―
木

更
津

海
軍

航
空

隊
が

大
校

場
飛

行
場

を
前

日
に

続
い

て
第

二
次

爆
撃

。
1
8
時

0
0
分

―
南

京
空

襲
が

命
令

さ
れ

る
。

2
1
時

4
5
分

―
鹿

屋
の

部
隊

の
空

襲
が

中
止

に
。

2
1
時

5
0
分

―
木

更
津

航
空

隊
の

第
一

次
攻

撃
隊

２
機

が
発

進
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.3
5
1
～

1
7

0
時

ご
ろ

4
、

5
機

南
京

上
空

に
侵

入
を

図
る

も
失

敗
し

、
撤

退
。

中
央

社
電

1
8

2
0
時

ご
ろ

◆
郊

外
（
2
）

重
爆

撃
機

9
機

2
機

南
京

上
空

に
侵

入
を

図
る

も
失

敗
し

、
撤

退
。

中
央

社
電

1
9

8
月

2
6
日

1
時

◆
中

央
大

学
実

験
中

学
、

遺
族

学
校

、
城

中
省

三
医

院
房

屋

日
本

軍
が

文
化

施
設

を
爆

撃
し

て
い

る
と

い
う

見
出

し
で

、
過

去
の

爆
撃

を
批

判
し

て
い

る
（
8
月

2
9
日

の
記

事
）
。

「
戦

闘
詳

報
」
『
中

央
日

報
』
の

記
事

か
ら

、
2
7
日

未
明

の
誤

り
と

思
わ

れ
る

。

中
央

社
電

1
時

0
0
分

―
長

谷
川

長
官

か
ら

一
方

同
指

揮
官

へ
「
南

京
政

府
が

動
揺

し
て

お
り

、
奥

地
に

移
動

す
る

と
の

情
報

が
あ

る
の

で
、

さ
ら

に
徹

底
的

に
南

京
を

空
襲

す
る

こ
と

、
兵

工
廠

、
憲

兵
司

令
部

を
攻

撃
目

標
に

加
え

る
」
よ

う
申

し
出

。
2
時

0
0
分

―
戸

塚
指

揮
官

か
ら

南
京

空
襲

の
命

令
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
5
3
）

2
0

8
月

2
7
日

0
時

◆
郊

外
（
数

弾
）

2
1
機

中
央

社
電

1
時

4
0
分

―
木

更
津

航
空

隊
の

う
ち

4
機

（
九

六
式

陸
攻

か
？

）
が

南
京

に
到

達
し

、
爆

撃
。

2
時

2
0
分

―
木

更
津

航
空

隊
の

残
り

4
機

が
南

京
に

到
達

し
、

爆
撃

。
8
機

中
1
機

が
撃

墜
さ

れ
る

。
4
時

0
0
分

―
鹿

屋
航

空
部

隊
6
機

が
南

京
の

兵
器

廠
を

爆
撃

。
全

機
帰

投
。

1
7
時

0
0
分

―
軍

令
部

か
ら

戸
塚

司
令

官
（
指

揮
官

か
ら

表
記

変
わ

る
）
と

第
三

艦
隊

参
謀

へ
「
南

京
空

襲
は

す
で

に
大

き
な

成
果

を
得

て
い

る
の

で
当

分
空

襲
を

行
わ

な
い

よ
う

に
」
と

申
し

出
る

。
南

京
空

襲
を

当
分

見
合

わ
せ

る
こ

と
が

決
定

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
5
3
）

2
1

9
月

8
日

8
/
2
5
の

揚
子

江
以

南
沿

岸
中

国
船

舶
航

行
遮

断
に

対
し

て
南

京
政

府
が

報
復

と
し

て
日

本
軍

艦
、

船
舶

の
爆

撃
を

宣
言

。
南

シ
ナ

へ
の

中
国

空
軍

増
強

が
始

ま
る

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

4
0
3
）

2
2

9
月

1
4
日

第
二

十
九

駆
逐

隊
及

び
旗

艦
夕

張
が

中
国

空
軍

の
爆

撃
を

受
け

る
。

長
谷

川
長

官
が

1
6
日

以
降

の
南

京
反

復
攻

撃
を

下
令

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

3
5
3
）

2
3

8
時

4
5
分

◆
江

東
門

付
近

（
数

弾
）
、

李
家

苑
、

下
江

考
棚

、
白

酒
坊

、
評

事
街

、
教

少
営

、
中

華
路

、
中

央
広

播
電

台
、

自
来

水
廠

（
2
）
、

飛
行

場
、

兵
工

廠

4
6
機

中
2
0
数

機
が

南
京

上
空

に
到

達

南
京

に
侵

入
し

た
2
0
数

機
中

6
機

中
央

社
電

、
申

報
専

電
、

路
透

電

2
4

午
後

◆
南

城
・
大

平
路

西
の

自
来

水
廠

付
近

（
数

弾
）

爆
撃

機
・
戦

闘
機

合
わ

せ
て

1
5
機

1
6
時

4
5
分

に
警

報
解

除
。

路
透

電

2
5

1
0
時

1
0
分

◆
中

華
門

の
外

の
西

街
香

鋪
営

・
鄧

府
巷

の
民

家
（
数

カ
所

）
、

南
京

城
の

南
2
隊

、
5
0
機

4
機

見
出

し
に

よ
れ

ば
蘇

州
の

駅
が

空
襲

に
遭

い
、

難
民

数
百

人
が

死
亡

報
道

元
ご

と
に

日
本

軍
機

数
に

違
い

あ
り

。
民

家
5
0
数

軒
が

爆
撃

さ
れ

た
。

城
内

の
う

ち
市

民
が

密
集

し
て

い
る

と
こ

ろ
に

爆
撃

が
行

わ
れ

た
。

申
報

専
電

、
中

央
社

電

2
6

不
明

◆
中

央
大

学
、

挹
江

門
、

和
平

門
、

兵
工

廠
、

自
来

水
廠

、
明

故
宮

飛
行

場
、

紫
金

山
嶺

気
象

台
、

馬
路

、
国

府
路

、
中

山
路

北
段

1
回

目
・
2
回

目
は

そ
れ

ぞ
れ

1
2
機

3
回

目
は

2
5
機

、
四

次
は

3
1
機

9
月

2
0
日

の
3
回

目
と

4
回

目
の

空
襲

の
際

に
は

、
日

本
の

重
爆

撃
機

一
機

に
戦

闘
機

2
機

が
随

伴
。

平
民

の
死

者
多

数
。

こ
の

日
の

何
回

目
の

爆
撃

で
あ

っ
た

か
不

明
の

た
め

、
ま

と
め

て
載

せ
る

。

中
央

社
電

2
7

9
月

2
2
日

1
0
時

3
5
分

◆
中

央
黨

部
（
5
）
、

池
塘

・
荒

地
（
1
0
数

弾
）
、

路
面

（
7
～

8
）
、

民
家

（
1
0
数

弾
）
、

ア
メ

リ
カ

・
イ

タ
リ

ア
・
ド

イ
ツ

大
使

館
所

在
の

新
住

宅
区

、
南

京
へ

の
出

稼
ぎ

労
働

者
な

ど
の

住
宅

区
、

飛
行

場
、

兵
工

廠
、

そ
の

他
軍

1
0
数

機
～

2
0
数

機
4
機

～
8
機

城
南

と
城

西
北

で
火

事
が

発
生

し
、

4
回

に
わ

た
る

爆
撃

だ
っ

た
。

3
0
カ

所
が

爆
撃

を
受

け
、

見
出

し
に

よ
れ

ば
、

爆
撃

は
下

関
の

難
民

収
容

所
と

新
住

宅
区

に
行

わ
れ

た
。

急
電

（
9
/
2
2
夕

刊
）
、

二
十

一
日

マ
マ

中
央

社
電

、
路

透
電

3
回

に
わ

た
っ

て
爆

撃
を

実
施

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

4
0
6
）

2
8

1
3
時

1
5
分

◆
英

商
和

記
洋

行
一

帯
【
船

（
1
）
、

門
前

】
、

浦
口

・
京

滬
車

站
（
1
0
数

弾
）

2
1
機

イ
ギ

リ
ス

商
社

の
和

記
洋

行
一

帯
が

爆
撃

さ
れ

た
際

に
、

当
該

商
社

の
小

型
船

に
着

弾
す

る
。

9
月

2
4
日

の
記

事
に

9
月

2
2
日

の
爆

撃
に

つ
い

て
の

記
述

。
大

行
宮

に
日

本
軍

機
が

墜
落

。

中
央

社
電

、
二

十
一

日
（
日

付
は

マ
マ

）
中

央
社

電

2
9

1
3
時

5
0
分

◆
新

住
宅

区
、

山
西

路
口

の
中

山
路

（
1
）
、

夏
路

口
の

小
山

の
上

（
2
）
、

中
国

銀
行

後
ろ

の
住

宅
区

（
7
）
、

電
報

局
付

近
（
数

弾
）
、

秦
淮

河
（
3
）

1
5
機

「
申

報
急

電
」
で

は
、

日
本

軍
機

は
投

弾
す

る
こ

と
な

く
撤

退
し

た
と

さ
れ

て
い

る
。

路
透

電
、

急
電

（
9
/
2
2

夕
刊

）

8
月

2
4
日

9
月

1
9
日

9
月

2
0
日

１
時

０
０

分
―

前
日

発
進

の
第

一
次

攻
撃

隊
が

南
京

警
衛

司
令

部
を

爆
撃

。
目

標
誤

認
の

た
め

効
果

な
し

。

長
谷

川
長

官
の

命
令

に
基

づ
き

、
2
回

に
わ

た
り

、
南

京
爆

撃
を

実
施

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.4
0
5
～

4
0
6
）

2
回

の
南

京
爆

撃
が

行
わ

れ
る

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

4
0
6
）

9
月

2
2
日
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3
0

不
明

◆
イ

ギ
リ

ス
商

社
国

際
出

口
公

司
の

浮
き

橋
（
1
）
、

下
関

の
難

民
収

容
所

4
機

死
傷

者
は

2
0
0
人

を
超

え
な

い
程

度
。

日
本

軍
の

爆
撃

の
目

的
は

中
国

軍
の

抵
抗

の
決

心
を

撃
破

す
る

こ
と

だ
と

し
て

い
る

。
9
月

2
4
日

の
記

事
に

9
月

2
2
日

の
爆

撃
に

つ
い

て
の

記
述

。

路
透

電

3
1

9
時

2
9
機

四
郊

付
近

で
空

戦
急

電
（
9
/
2
5
夕

刊
）

3
2

9
時

3
0
分

◆
下

関
電

廠
・
市

内
各

所
（
数

弾
）

★
市

内
へ

は
機

銃
掃

射
も

行
う

3
1
機

中
1
0
数

機
が

南
京

上
空

に
侵

入
5
機

9
月

2
5
日

は
5
回

に
わ

た
っ

て
空

襲
が

行
わ

れ
、

日
本

軍
機

は
総

数
9
6
機

、
投

弾
数

は
2
0
0
以

上
と

さ
れ

る
。

こ
の

内
容

は
一

次
の

も
の

。
中

央
社

電

3
3

1
1
時

～
1
2
時

1
0
数

機
南

京
上

空
で

空
戦

。
急

電
（
9
/
2
5
夕

刊
）

3
4

1
2
時

3
0
～

5
0
分

◆
洪

武
路

の
中

央
通

信
社

総
社

（
3
）
、

江
東

門
外

の
中

央
広

播
電

台
の

中
心

区
（
6
）
、

財
務

部
の

海
関

公
署

付
近

、
自

来
水

廠
・
広

播
電

台
付

近
（
多

弾
）

2
1
機

中
央

通
信

社
総

社
の

社
屋

全
て

が
爆

撃
を

受
け

た
、

9
月

2
5

日
の

空
襲

5
回

中
2
回

目
の

も
の

。
中

央
社

電
、

路
透

電

3
5

1
4
時

◆
下

関
太

古
公

司
碼

頭
付

近
（
2
）
、

イ
ギ

リ
ス

商
社

の
祥

泰
木

行
公

司
（
1
）
、

路
透

電
の

周
囲

五
百

ヤ
ー

ド
以

内
（
6
）

4
機

死
傷

者
は

百
名

以
上

。
今

日
の

日
本

軍
の

爆
撃

の
目

的
を

自
来

水
廠

と
電

力
廠

と
す

る
。

路
透

電

3
6

不
明

◆
衛

生
署

中
央

医
院

付
近

一
帯

、
四

牌
楼

、
衛

生
事

務
所

の
分

所
、

広
東

医
院

、
商

店
、

民
家

、
中

山
汽

車
行

、
三

条
港

、
江

東
門

、
建

康
路

、
中

華
門

門
東

の
辺

営

9
月

2
5
日

の
空

襲
5
回

中
、

何
回

目
か

は
不

明
。

中
央

社
電

3
7

不
明

◆
新

街
口

江
蘇

銀
行

の
門

の
前

（
1
）
、

海
通

社
南

京
分

社
、

美
聯

社
、

民
家

9
月

2
7
日

の
記

事
に

9
月

2
5
日

の
爆

撃
に

つ
い

て
の

記
述

。
国

民
社

電

3
8

1
0
時

ご
ろ

◆
八

卦
洲

（
数

弾
）

1
1
機

中
央

社
電

で
は

、
9
月

2
7
日

は
3
回

に
わ

た
っ

て
攻

撃
が

あ
っ

た
と

し
て

お
り

、
そ

の
1
回

目
に

あ
た

る
も

の
中

央
社

電

3
9

午
後

◆
津

浦
路

局
、

浦
口

（
1
0
数

弾
）
、

車
房

、
水

塔
、

車
両

軌
道

、
小

河
南

一
帯

の
民

家
9
月

2
9
日

付
『
申

報
』
に

掲
載

さ
れ

た
2
8
日

付
「
中

央
社

電
」

記
事

に
記

載
。

4
0

9
月

2
8
日

1
2
時

3
0
分

～
4
0

分

◆
本

城
東

・
南

部
自

雲
端

（
1
0
数

弾
）
、

光
華

門
の

外
の

軍
用

飛
行

場
、

南
門

の
外

の
兵

工
廠

、
浦

口
（
1
0
数

弾
）
※

津
浦

路
局

、
浦

口
小

学
校

、
扶

輪
小

学
校

、
碼

頭
合

成
街

を
含

む

9
機

（
大

校
場

方
面

）
、

1
7
機

（
浦

口
方

面
）

1
機

中
央

社
電

、
路

透
電

4
1

9
月

2
9
日

1
0
時

南
京

が
爆

撃
さ

れ
た

と
あ

る
が

、
ど

こ
が

爆
撃

さ
れ

た
か

は
不

明
。

申
報

専
電

4
2

1
0
時

以
降

◆
大

校
場

飛
行

場
1
1
機

中
軽

爆
撃

機
7
機

が
南

京
上

空
に

侵
入

1
機

申
報

専
電

、
中

央
社

電

4
3

1
4
時

4
5
分

◆
大

校
場

飛
行

場
付

近
（
4
～

1
0
数

弾
）

不
明

申
報

専
電

、
中

央
社

電

4
4

1
4
時

3
0
分

◆
光

華
門

の
外

（
2
6
弾

）
※

付
近

の
家

屋
へ

の
爆

撃
も

含
む

重
爆

撃
機

9
機

、
戦

闘
機

6
機

5
機

門
東

水
佐

営
5
号

楊
宅

に
日

本
軍

機
墜

落
。

中
央

社
電

4
5

1
5
時

4
0
分

◆
南

門
の

外
（
数

弾
）

重
爆

撃
機

3
機

、
戦

闘
機

6
機

2
～

3
機

申
報

専
電

、
路

透
電

4
6

1
0
月

1
3
日

9
時

3
0
分

◆
大

校
場

飛
行

場
（
6
）

爆
撃

機
6
機

申
報

専
電

、
急

電
（
1
0
/
1
3
夕

刊
）
、

中
央

社
電

4
7

1
0
時

◆
光

華
門

の
外

（
1
0
数

弾
）

1
1
機

中
重

爆
撃

機
が

6
機

侵
入

中
央

社
電

、
路

透
電

4
8

1
7
時

◆
光

華
門

の
外

（
6
）

5
機

中
央

社
電

4
9

1
0
月

1
6
日

1
4
時

3
0
分

以
降

◆
郊

野
（
3
以

上
）

3
～

1
5
機

光
華

門
上

空
に

ま
で

日
本

軍
機

が
到

達
し

た
。

中
央

社
電

、
路

透
電

第
一

三
航

空
隊

が
南

京
空

襲
を

実
施

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

4
1
5
）

5
0

1
0
月

1
8
日

1
4
時

5
0
分

◆
光

華
門

の
外

（
8
）

8
機

東
南

方
上

空
に

日
本

軍
機

が
到

達
。

申
報

専
電

、
中

央
社

電
第

一
三

航
空

隊
が

南
京

空
襲

を
実

施
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p 

.4
1
6
）

5
1

2
時

2
0
分

◆
東

南
門

の
外

（
1
0
数

弾
）

6
機

大
校

場
飛

行
場

が
目

標
と

書
か

れ
る

。
路

透
電

、
路

透
電

5
2

4
時

◆
不

明
場

所
は

不
明

だ
が

爆
弾

が
投

下
さ

れ
、

市
内

全
域

が
爆

発
音

で
震

え
た

。
路

透
電

5
3

1
2
時

3
0
分

以
降

◆
光

華
門

の
外

（
数

弾
）
、

浦
口

（
数

弾
）
※

浦
口

は
火

車
輪

渡
、

付
近

の
家

屋
、

津
浦

輪
渡

を
含

む

光
華

門
の

外
を

爆
撃

の
後

、
日

本
軍

機
は

浦
口

に
向

か
っ

た
。

中
央

社
電

、
路

透
電

5
4

1
4
時

3
5
分

以
降

◆
武

定
門

付
近

、
富

貴
山

の
東

、
下

関
輪

渡
、

浦
口

輪
渡

路
透

電

5
5

1
0
月

2
0
日

1
3
時

ご
ろ

◆
南

門
外

の
飛

行
場

付
近

（
2
4
弾

）
※

兵
工

廠
を

含
む

爆
撃

機
6
～

9
機

、
戦

闘
機

4
機

中
央

社
電

、
路

透
電

5
6

1
0
月

2
1
日

1
3
時

以
降

◆
大

校
場

飛
行

場
、

津
浦

路
輪

渡
碼

頭
、

浦
口

車
站

（
6
）

1
1
機

が
大

校
場

へ
3
機

が
浦

口
へ

日
本

軍
機

は
黒

い
煙

の
よ

う
な

も
の

と
大

量
の

伝
単

を
投

下
し

た
。

中
央

社
電

、
路

透
電

5
7

1
0
月

2
2
日

1
5
時

3
0
分

以
降

◆
大

校
場

付
近

（
数

弾
）

1
～

8
機

日
本

軍
機

は
高

高
度

か
ら

爆
撃

し
た

。
中

央
社

電
、

路
透

電
、

路
逐

マ
マ

電

5
8

1
0
月

2
6
日

1
5
時

ご
ろ

◆
大

校
場

飛
行

場
の

左
（
数

弾
）

日
本

軍
機

は
高

高
度

か
ら

爆
撃

し
た

。
飛

行
場

に
い

く
つ

か
の

穴
が

で
き

た
。

中
央

社
電

5
9

1
1
月

1
0
日

1
3
時

ご
ろ

◆
大

校
場

飛
行

場
（
4
～

5
）

重
爆

撃
機

3
～

9
機

、
戦

闘
機

6
～

9
中

央
社

電
、

路
透

電

1
0
月

1
9
日

1
0
月

1
2
日

1
0
月

1
4
日

9
月

2
5
日

9
月

2
7
日

1
0
月

6
日

4
回

に
わ

た
り

爆
撃

を
実

施
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

4
0
6
）

※
戦

史
叢

書
で

は
、

8
月

の
こ

と
と

し
て

い
る

が
、

誤
植

と
思

わ
れ

る
（
―

筆
者

註
）
。
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6
0

1
1
月

1
1
日

1
3
時

3
0
分

～
◆

光
華

門
の

外
（
1
0
数

弾
）
※

光
華

門
の

飛
行

場
、

南
門

の
外

の
某

□
を

含
む

重
爆

撃
機

9
機

・
戦

闘
機

6
～

9
機

1
機

左
の

損
害

以
外

に
、

江
寗

鎮
で

も
対

空
砲

火
を

浴
び

、
日

本
軍

機
が

1
機

撃
墜

さ
れ

た
。

中
央

社
電

、
路

透
電

6
1

1
1
月

1
5
日

1
5
時

ご
ろ

◆
大

校
場

飛
行

場
付

近
（
2
0
数

弾
）

軽
爆

撃
機

6
機

中
央

社
電

6
2

1
1
月

2
4
日

1
3
時

3
0
分

以
降

◆
国

民
大

会
巨

厦
広

城
の

東
南

の
隅

（
1
）

中
山

路
の

東
（
1
）
李

西
中

学
房

屋
（
1
）
、

貧
民

街
（
1
0
数

弾
）

重
爆

撃
機

2
機

、
戦

闘
機

2
機

路
透

電
九

五
式

陸
攻

3
機

、
艦

戦
9
機

、
艦

爆
6
機

が
電

話
局

を
空

襲
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.5
0
8
～

5
0
9
）

6
3

1
1
月

2
5
日

1
3
時

3
0
分

◆
大

校
場

飛
行

場
（
1
2
以

上
）

2
0
機

路
透

電
、

申
報

専
電

艦
戦

9
機

、
艦

爆
5
機

が
大

校
場

飛
行

場
を

空
襲

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
0
9
）

6
4

1
2
月

2
日

1
2
時

1
5
分

―
九

六
式

艦
攻

8
機

、
九

六
式

艦
戦

6
機

が
南

京
を

空
襲

。
艦

攻
は

大
校

場
飛

行
場

を
爆

撃
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
1
0
）

6
5

1
1
時

3
0
分

◆
兵

工
廠

、
大

校
場

飛
行

場
付

近
5
機

4
機

路
透

電
、

出
典

な
し

の
記

事

6
6

1
3
時

3
0
分

◆
光

華
門

の
外

（
数

弾
）

1
5
機

中
3
～

4
機

侵
入

2
機

中
国

軍
機

が
1
機

墜
落

し
た

。
路

透
電

、
出

典
な

し
の

記
事

6
7

不
明

◆
哥

爾
夫

球
場

付
近

（
多

数
）

3
機

路
透

電
6
8

1
2
月

4
日

1
1
時

◆
明

故
宮

飛
行

場
（
5
）

路
透

電

6
9

1
2
月

4
日

正
午

◆
大

校
場

飛
行

場
、

そ
の

他
軍

事
機

関
同

盟
社

九
六

式
陸

攻
3
機

、
艦

戦
9
機

、
艦

偵
1
機

が
明

故
宮

飛
行

場
を

爆
撃

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
1
1
）

7
0

1
2
月

5
日

1
1
時

1
0
分

◆
逸

仙
橋

の
東

側
右

手
の

河
岸

一
帯

（
2
0

数
弾

）
、

民
家

、
中

山
門

の
外

か
ら

西
華

門
大

街
の

間
に

あ
る

貧
民

区
域

日
本

軍
機

の
う

ち
2
機

が
低

空
を

飛
び

、
硫

黄
弾

を
1
0
数

弾
投

下
し

た
。

路
透

電
、

出
典

な
し

の
記

事

九
六

式
陸

攻
3
機

、
艦

戦
3
機

が
明

故
宮

飛
行

場
格

納
庫

を
爆

撃
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
1
1
）

7
1

9
時

4
5
分

◆
明

故
宮

飛
行

場
の

西
側

の
貧

民
区

域
6
機

考
試

院
附

近
で

爆
弾

が
爆

発
。

路
透

電

7
2

1
3
時

3
0
分

◆
浦

口
車

站
付

近
（
1
0
数

弾
）

※
津

浦
路

局
第

八
号

第
十

号
貨

桟
を

含
む

2
0
数

機
日

付
は

発
行

日
か

ら
の

推
測

。
路

透
電

、
出

典
な

し
の

記
事

7
3

1
2
月

7
日

不
明

◆
南

京
の

中
国

軍
陣

地
、

浦
口

車
站

・
下

関
（
1
0
数

弾
以

上
）

1
7
機

ア
メ

リ
カ

船
が

浦
口

に
停

泊
し

て
い

た
。

日
本

軍
は

8
回

に
わ

た
っ

て
爆

撃
を

行
っ

た
。

同
盟

社
、

美
聯

社

7
4

1
2
月

9
日

午
後

◆
大

校
場

飛
行

場
、

南
京

周
辺

の
中

国
軍

日
本

軍
が

大
校

場
飛

行
場

を
占

領
。

同
盟

社
、

路
透

電

7
5

1
2
月

1
0
日

不
明

日
本

軍
機

が
要

求
を

記
し

た
も

の
を

中
国

軍
に

投
函

。

艦
爆

が
正

午
前

後
に

中
山

門
、

光
華

門
、

通
濟

門
、

敵
陣

地
そ

の
他

を
爆

撃
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.5
1
1
～

5
1
2
）

7
6

1
2
月

1
1
日

不
明

◆
城

内
、

南
京

を
守

る
中

国
軍

日
本

軍
の

爆
撃

で
南

京
城

内
全

域
で

火
事

が
発

生
し

た
。

南
京

城
周

囲
の

中
華

門
、

光
華

門
、

中
山

門
、

太
平

門
、

通
済

門
で

陸
上

部
隊

が
戦

闘
中

。
不

明
、

路
透

電
艦

攻
、

艦
爆

が
明

故
宮

飛
行

場
を

爆
撃

。
（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
1
2
）

7
7

1
2
月

1
2
日

不
明

◆
パ

ナ
イ

号
不

明
艦

爆
、

艦
攻

、
艦

戦
が

南
京

城
内

の
陣

地
と

浦
口

を
終

日
爆

撃
。

7
8

1
2
月

1
3
日

南
京

城
を

完
全

に
占

領
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
p.

5
1
2
）

註
：

③
「
爆

撃
地

点
」
は

、
◆

を
付

し
た

も
の

（
原

稿
で

は
「
赤

字
」
）
が

爆
撃

に
よ

る
こ

と
を

、
★

を
付

し
た

も
の

（
原

稿
で

は
「
青

字
」
）
が

機
銃

掃
射

に
よ

る
こ

と
を

示
す

。
ま

た
※

は
、

記
事

を
整

理
し

た
筆

者
三

名
に

よ
る

註
記

で
あ

る
。

②
「
時

刻
」
「
備

考
」
に

あ
る

時
刻

は
中

国
時

間
、

「
『
戦

史
叢

書
』
の

記
述

」
に

出
て

く
る

時
刻

は
日

本
時

間
（
日

本
時

間
の

方
が

中
国

時
間

よ
り

1
時

間
早

い
）
。

①
「
日

付
」
の

背
景

に
色

が
つ

い
て

い
る

も
の

は
、

『
申

報
』
に

記
述

が
な

く
、

『
戦

史
叢

書
』
の

記
述

の
み

に
よ

る
こ

と
を

示
す

。

1
2
月

3
日

1
2
月

6
日

艦
戦

2
1
機

、
艦

爆
1
2
機

が
南

京
に

向
か

う
も

中
国

軍
機

が
無

く
、

付
近

の
飛

行
場

を
爆

撃
。

（
（
7
2
）
『
戦

史
叢

書
　

中
国

方
面

海
軍

作
戦

〈
１

〉
』
pp

.5
1
0
～

5
1
1
）
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日
付

攻
撃

部
隊

爆
撃

時
刻

及
び

爆
撃

高
度

計
画

時
攻

撃
目

標
計

画
時

攻
撃

使
用

機
体

及
び

機
体

数
攻

撃
使

用
兵

器
爆

弾
投

下
数

命
中

場
所

及
び

損
害

状
況

墜
落

機
体

数
備

考

1
3
：
2
5
　

　
4
0
0
0
m

南
京

兵
工

廠
6
弾

火
災

発
生

軍
官

学
校

及
び

警
備

司
令

部
6
0
㎏

…
2
4
弾

軍
官

学
校

及
び

警
備

司
令

部
に

多
数

命
中

6
0
㎏

…
7
2
弾

憲
兵

団
、

航
空

署
、

及
び

附
近

の
官

衛
銀

行
街

に
ほ

ぼ
全

弾
着

弾
し

火
災

発
生

1
機

第
一

次
攻

撃
に

て
一

回
爆

撃
を

や
り

直
し

た
た

め
、

敵
戦

闘
機

と
空

戦
に

な
り

、
1
機

は
天

長
(高

郵
山

西
岸

)に
て

墜
落

第
二

次
攻

撃
2
6
：
2
6
　

　
3
0
0
0
m

2
6
：
2
3
　

　
3
0
0
0
m

な
し

6
0
㎏

…
7
1
弾

ほ
ぼ

全
弾

が
飛

行
場

内
飛

行
機

に
命

中
し

炎
上

な
し

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

一
丁

に
つ

き
5
個

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
9
6
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

1
2
0
個

2
5
0
㎏

…
2
弾

6
0
㎏

…
1
2
弾

玄
武

湖
中

央
附

近
に

着
弾

(警
備

司
令

部
の

標
準

を
見

誤
る

)

夜
間

に
お

い
て

天
候

が
回

復
し

て
き

た
た

め
、

第
二

次
攻

撃
は

取
り

止
め

た

8
/
2
4

木
更

津
海

軍
航

空
隊

【
概

】

2
1
：
3
0
　

　
1
5
0
0
～

　
　

　
　

　
2
5
0
0
m

南
京

城
外

飛
行

場
(南

京
大

校
場

飛
行

場
)

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
6
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
7
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

1
1
弾

第
一

次
…

探
照

灯
群

へ
投

下
　

　
　

「
雨

花
台

」
附

近
に

命
中

第
二

次
…

飛
行

場
南

端
の

揚
虎

城
に

命
中

な
し

元
々

は
南

京
中

央
党

部
を

目
標

と
し

て
い

た
が

、
他

に
移

転
し

た
こ

と
や

、
附

近
に

外
国

大
公

使
館

が
あ

る
た

め
避

け
た

8
/
2
3

木
更

津
海

軍
航

空
隊

【
概

】
2
5
：
0
0
　

　
3
5
0
0
m

警
備

司
令

部
(軍

官
学

校
南

隣
)

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
4
機

第
一

次
攻

撃
(2

)
第

二
次

攻
撃

(2
)

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
機

2
弾

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
機

1
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

8
/
2
2

木
更

津
海

軍
航

空
隊

【
概

】

2
1
：
0
0
　

　
2
5
0
0
m

2
5
：
4
0
　

　
2
8
0
0
m

兵
器

廠
ま

た
は

新
飛

行
場

新
飛

行
場

は
ど

こ
か

不
明

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
6
機

第
一

次
攻

撃
(3

)
第

二
次

攻
撃

(3
)

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

飛
行

場
内

の
航

空
機

に
対

す
る

攻
撃

を
実

施

な
し

2
機

が
出

撃
前

に
パ

ン
ク

に
よ

っ
て

出
撃

で
き

な
か

っ
た

た
め

実
際

に
行

っ
た

機
体

数
は

1
4
機

空
戦

が
な

く
、

機
銃

の
消

費
が

確
認

で
き

る
た

め
、

機
銃

掃
射

を
行

っ
た

可
能

性
あ

り
2
0
：
0
0
　

　
2
9
0
0
m

2
0
：
0
1
　

　
3
0
0
0
m

南
京

国
民

政
府

参
謀

本
部

1
0
弾

国
民

政
府

参
謀

本
部

内
に

7
発

建
築

物
手

前
(銀

行
等

)に
3
発

命
中

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

　
2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
8
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
徹

甲
弾

　
計

2
6
0
個

7
.7

㎜
防

御
機

銃
曳

光
弾

　
計

9
0
個

1
0
弾

火
災

発
生

、
黒

煙
上

が
る

1
機

元
々

は
南

京
火

薬
廠

へ
全

機
攻

撃
で

あ
っ

た
が

、
目

標
変

更
の

た
め

南
京

兵
工

廠
へ

攻
撃

を
実

施
1
機

が
攻

撃
前

に
離

脱

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

一
丁

に
つ

き
5
個

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
3
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

8
0
個

1
8
弾

兵
舎

八
棟

爆
破

　
火

災
発

生
建

物
前

方
に

5
発

着
弾

当
日

台
風

に
よ

る
悪

天
候

の
影

響
で

低
高

度
爆

撃
を

実
施

実
際

に
攻

撃
を

行
っ

た
機

体
数

は
1
6
機

で
あ

る
1
5
：
0
3
　

　
5
0
0
m

1
5
：
2
5
　

　
6
0
0
m

南
京

故
宮

飛
行

場
1
1
弾

格
納

庫
一

棟
爆

破
し

2
発

命
中

飛
行

機
数

機
爆

破

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

一
丁

に
つ

き
3
個

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
4
0
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
弾

倉
　

1
8
0
個

1
9
弾

格
納

庫
三

棟
各

1
発

ず
つ

命
中

う
ち

二
棟

が
炎

焼
飛

行
機

1
4
機

以
上

爆
破

兵
舎

二
棟

各
1
発

ず
つ

命
中

飛
行

場
3
発

命
中

4
機

8
/
1
9

鹿
屋

海
軍

航
空

隊
1
3
：
2
5
　

　
4
0
0
0
m

南
京

火
薬

廠
九

六
式

陸
上

攻
撃

機
　

9
機

南
京

火
薬

廠
(6

)
南

京
兵

工
廠

(3
)

   

8
/
2
6

～
8
/
2
7

木
更

津
海

軍
航

空
隊

第
一

次
攻

撃
2
5
：
3
0
　

　
3
0
0
0
m

2
5
：
3
5
　

　
3
0
0
0
m

憲
兵

団
及

び
航

空
署

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
8
機

第
一

次
攻

撃
(4

)
第

二
次

攻
撃

(4
)

表
４

．
戦

闘
詳

報
・
戦

闘
概

報

8
/
1
5

木
更

津
海

軍
航

空
隊

1
4
：
5
0
　

　
5
0
0
m

1
5
：
0
5
　

　
4
0
0
m

1
5
：
3
0
　

　
6
0
0
m

南
京

大
校

場
飛

行
場

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
2
0
機

大
校

場
飛

行
場

(1
2
)

故
宮

飛
行

場
(8

)

木
更

津
海

軍
航

空
隊

2
0
：
0
0
　

　
2
9
0
0
m

2
0
：
0
0
　

　
3
0
0
0
m

2
0
：
0
4
　

　
3
0
0
0
m

南
京

軍
官

学
校

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
1
6
機

南
京

軍
官

学
校

(9
)

南
京

国
民

政
府

参
謀

本
部

(7
)
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1
機

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

の
護

衛
あ

り
急

降
下

爆
撃

実
施

爆
撃

隊
は

極
力

戦
闘

機
と

の
交

戦
は

避
け

る
よ

う
に

命
令

し
て

お
り

、
交

戦
や

む
な

し
の

場
合

は
携

行
し

て
い

る
爆

弾
を

そ
の

場
で

投
下

し
て

交
戦

せ
よ

と
し

て
い

る
単

独
行

動
は

禁
止

し
て

お
り

、
複

数
機

で
行

動
す

る
こ

と
を

命
じ

て
い

る
1
機

爆
撃

後
行

方
不

明
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
墜

落
と

判
定

雨
花

台
砲

台
附

近
に

ほ
ぼ

命
中

基
地

発
進

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

2
機

の

第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

1
1
：
5
8
　

　
2
0
0
0
～

　
　

　
　

　
3
0
0
0
m

国
民

政
府

及
び

参
謀

本
部

中
央

広
播

無
電

台

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
2
機

国
民

政
府

及
び

参
謀

本
部

(6
)

中
央

広
播

電
台

(6
)

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
弾

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
2
弾

2
5
0
㎏

…
1
2
弾

国
民

政
府

参
謀

本
部

に
3
発

附
近

の
建

物
に

3
発

命
中

中
央

廣
播

電
台

に
命

中
す

る
も

効
果

は
不

明

6
0
㎏

…
3
4
弾

兵
工

廠
に

直
撃

弾
1
発

放
送

局
と

大
校

場
飛

行
場

格
納

庫
一

棟
そ

れ
ぞ

れ
に

命
中

し
火

災
発

生
戦

闘
機

1
5
機

撃
墜

3
機

九
六

艦
戦

・
九

六
艦

爆
と

中
国

機
と

の
空

戦
が

行
わ

れ
る 目

標
は

敵
飛

行
機

で
あ

る
が

、
飛

行
機

が
発

見
で

き
な

か
っ

た
場

合
、

南
京

市
街

の
軍

事
政

治
経

済
施

設
を

攻
撃

す
る

こ
と

が
決

め
ら

れ
て

い
た

1
機

が
発

動
機

不
調

の
為

引
き

返
す

急
降

下
爆

撃
実

施

午
後

1
6
：
5
0
　

　
2
0
0
0
m

南
京

附
近

敵
飛

行
機

南
京

防
衛

司
令

部
並

び
に

附
近

市
街

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
2
機

実
際

に
攻

撃
し

た
機

体
数

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
1
機

南
京

防
衛

司
令

部
(1

1
)

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
4
弾

6
0
㎏

…
2
2
弾

南
京

防
衛

司
令

部
に

8
発

命
中

戦
闘

機
1
機

撃
墜

午
前

1
0
：
3
0
　

　
2
0
0
0
～

　
　

　
　

　
3
0
0
0
m

南
京

附
近

敵
飛

行
機

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
8
機

実
際

に
攻

撃
し

た
機

体
数

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
7
機

兵
工

廠
(5

)
放

送
局

(6
)

大
校

場
飛

行
場

格
納

庫
(6

)

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
3
6
弾

な
し

午
前

の
作

戦
と

ほ
ぼ

内
容

が
同

じ
で

あ
る

1
機

が
発

動
機

不
調

の
為

引
き

返
す

急
降

下
爆

撃
実

施

攻
撃

当
時

月
明

か
り

が
あ

る
も

の
の

南
京

附
近

に
は

断
雲

が
あ

っ
た

十
数

回
探

照
灯

の
照

射
を

受
け

爆
撃

困
難

と
な

り
何

度
も

目
標

発
見

の
た

め
の

確
認

を
行

い
爆

撃
し

た
0
3
：
5
8
　

　
2
9
0
0
m

南
京

市
街

(銀
行

街
)

6
0
㎏

…
3
6
弾

市
街

(銀
行

街
)に

全
弾

命
中

し
火

災
発

生

鹿
屋

海
軍

航
空

隊

0
3
：
5
8
　

　
3
0
0
0
m

兵
器

廠
九

六
式

陸
上

攻
撃

機
　

６
機

兵
器

廠
(3

)
南

京
市

街
(銀

行
街

)(
3
)

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
7
2
弾

7
.7

㎜
防

御
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
3
6
弾

兵
工

廠
に

全
弾

命
中

大
火

災
発

生
な

し

9
/
1
9

第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

9
/
2
0
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加
賀

航
空

隊
九

六
式

艦
上

戦
闘

機
3
機

の
護

衛
と

八
戦

隊
・
二

十
二

空
の

水
偵

7
機

の
偵

察
・
観

測
あ

り
教

育
部

長
宛

の
文

書
中

に
、

南
京

進
撃

中
艦

攻
2
機

が
故

障
の

為
引

き
返

し
、

江
陰

水
雷

庫
に

2
5
0
㎏

爆
弾

2
発

、
6
0
㎏

爆
弾

6
発

投
下

し
命

中
と

あ
る

第
1
2
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

二
連

空

午
前

1
1
：
0
0
　

　
低

空
下

関
電

灯
廠

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
1
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
2
弾

6
0
㎏

…
2
2
弾

航
空

母
艦

加
賀

航
空

隊 (戦
爆

連
合

部
隊

)

1
5
：
0
0
　

高
度

不
明

南
京

停
車

場
及

び
周

辺
の

倉
庫

航
空

母
艦

加
賀

所
属

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

　
6
機

九
四

式
艦

上
爆

撃
機

ま
た

は
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

4
機

実
際

に
は

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

　
4
機

九
四

式
艦

上
爆

撃
機

ま
た

は
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

4
機

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

の
装

備
2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
4
機

8
弾

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
機

1
2
弾

九
四

式
ま

た
は

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
8
弾

艦
攻

隊
2
5
0
㎏

…
6
弾

6
0
㎏

…
6
弾

艦
爆

隊
6
0
㎏

…
8
弾

電
灯

廠
に

ほ
ぼ

全
弾

命
中

火
災

発
生

　
南

京
の

電
源

の
ほ

と
ん

ど
を

喪
失

と
い

う
見

込
み

2
機

内
1
機

不
時

着

第
十

三
航

空
隊

と
協

同
で

空
襲

を
行

う
対

空
砲

火
を

受
け

つ
つ

低
空

爆
撃

を
実

施
1
機

が
高

角
砲

(対
空

砲
)弾

が
命

中
し

電
燈

廠
附

近
に

墜
落

1
機

が
江

陰
上

流
約

1
0
浬

に
不

時
着

水

木
更

津
航

空
隊

の
九

六
式

艦
上

戦
闘

機
4
機

の
護

衛
と

水
上

機
母

艦
神

威
の

九
五

式
水

偵
7
機

の
偵

察
・
観

測
あ

り
目

標
の

命
中

が
少

な
い

の
は

敵
戦

闘
機

及
び

対
空

砲
の

妨
害

に
よ

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

1
2
：
1
5
　

　
2
0
0
0
m

中
央

党
部

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
4
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
8
弾

6
0
㎏

…
2
8
弾

中
央

党
部

に
2
4
発

全
弾

命
中

戦
闘

機
4
機

撃
墜

1
機

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

の
護

衛
あ

り
急

降
下

爆
撃

実
施

1
機

爆
撃

後
行

方
不

明
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
墜

落
と

判
定

9
/
2
2

第
1
2
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

二
連

空

1
2
：
0
5
　

　
2
0
0
0
m

航
空

署
防

空
委

員
会

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
2
機

航
空

署
(6

)
防

空
委

員
会

(6
)

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
4
弾

6
0
㎏

…
2
4
弾

航
空

署
及

び
防

空
委

員
会

に
数

個
命

中
石

官
衙

及
び

附
近

の
市

街
に

弾
着

二
か

所
で

火
災

発
生

な
し

南
京

北
停

車
場

及
び

江
辺

車
站

、
附

近
倉

庫
に

ほ
ぼ

命
中

し
火

災
発

生
な

し

航
空

母
艦

加
賀

航
空

隊 (戦
爆

連
合

部
隊

)

1
3
：
0
0
　

　
2
0
0
0
m

雨
花

台
砲

台
富

貴
山

砲
台

大
校

場
飛

行
場

航
空

母
艦

加
賀

所
属

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

　
1
1
機

雨
花

台
(6

)
富

貴
山

(5
)

九
四

式
艦

上
爆

撃
機

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

計
1
5
機

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

の
装

備
2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
6
機

　
1
2
弾

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
5
機

　
3
0
弾

九
四

式
・
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
3
0
弾

艦
攻

隊
2
5
0
㎏

…
1
2
弾

6
0
㎏

…
3
0
弾

艦
爆

隊
6
0
㎏

…
2
6
弾

市
中

に
数

弾
(お

そ
ら

く
6
0
㎏

1
2

弾
)落

下

富
貴

山
砲

台
附

近
に

命
中

弾
火

薬
庫

命
中

に
よ

り
火

災
発

生 敵
戦

闘
機

1
機

撃
墜

大
校

場
飛

行
場

各
種

施
設

に
損

害
多

数
飛

行
場

の
一

部
の

飛
行

機
爆

破 敵
戦

闘
機

1
機

撃
墜

  

な
し

機
機

護
衛

と
水

上
機

母
艦

神
威

・
八

戦
隊

・
二

十
二

空
の

九
五

式
水

上
偵

察
機

(水
偵

)1
3

機
の

偵
察

・
観

測
あ

り
雨

花
台

に
向

か
っ

た
艦

攻
隊

の
う

ち
2
機

が
照

準
を

誤
り

市
中

に
投

下
し

た
教

育
部

長
宛

の
文

書
中

に
飛

行
場

に
あ

る
飛

行
機

が
本

物
か

偽
物

か
不

明
と

あ
る 艦

爆
隊

の
爆

弾
3
0
発

の
う

ち
4
発

に
つ

い
て

は
不

明
お

そ
ら

く
空

戦
中

に
や

む
を

得
ず

投
下

し
た

可
能

性
が

あ
る
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第
十

三
航

空
隊

の
九

六
式

艦
上

戦
闘

機
3
機

の
護

衛
あ

り 概
報

の
為

詳
細

は
不

明

第
1
3
航

空
隊

(戦
爆

連
合

部
隊

)
【
概

】

1
3
：
4
0
　

　
高

度
不

明
浦

口
停

車
場

附
近

の
倉

庫
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

9
機

不
明

不
明

停
車

場
、

線
路

、
交

差
点

、
列

車
な

ど
に

多
大

な
損

害
を

与
え

る
な

し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

2
機

の
護

衛
あ

り
概

報
の

為
詳

細
は

不
明

9
/
2
7

第
1
2
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

【
概

】

1
1
：
3
0
　

　
高

度
不

明
南

京
硫

安
工

場
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

9
機

不
明

不
明

大
型

工
場

二
棟

小
型

工
場

五
棟

命
中

一
部

に
火

災
発

生
な

し

北
極

閣
防

空
指

揮
所

及
び

交
通

兵
団

に
そ

れ
ぞ

れ
3
～

4
発

ず
つ

命
中

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

の
護

衛
あ

り
急

降
下

爆
撃

実
施

そ
れ

ぞ
れ

の
目

標
に

向
か

っ
た

機
数

は
不

明
北

極
閣

は
ベ

ル
ギ

ー
大

使
館

に
近

い
が

大
使

館
へ

の
被

害
は

な
か

っ
た

第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

午
前

1
6
：
4
5
　

　
　

2
0
0
0
～

　
　

　
　

　
　

3
0
0
0
m

南
京

軍
政

部
江

辺
車

站

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
9
機

南
京

軍
政

部
(6

)
江

辺
車

站
(3

)

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
弾

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
9
弾

2
5
0
㎏

…
9
弾

南
京

軍
政

部
に

2
発

直
撃

附
近

の
倉

庫
が

火
災

・
炎

上
江

辺
車

站
に

1
発

直
撃

し
車

站
が

大
破

し
た

と
認

定

第
1
2
航

空
隊

(戦
爆

連
合

部
隊

)

午
前

1
6
：
4
5
　

　
　

2
0
0
0
～

　
　

　
　

　
　

3
0
0
0
m

北
極

閣
防

空
指

揮
所

交
通

兵
団

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
1
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
2
弾

6
0
㎏

…
2
2
弾

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

の
護

衛
あ

り
急

降
下

爆
撃

実
施

軍
政

部
は

英
大

使
館

及
び

仏
大

使
館

と
の

距
離

が
近

い
の

で
爆

撃
実

施
に

は
「
深

甚
の

注
意

」
が

必
要

と
あ

る
両

大
使

館
へ

の
被

害
は

な
か

っ
た

水
上

機
母

艦
神

威
水

上
偵

察
機

部
隊

時
間

不
明

　
高

度
不

明
南

京
兵

工
廠

九
五

式
水

上
偵

察
機

　
6
機

3
0
㎏

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

3
0
㎏

爆
弾

　
1
2
弾

3
0
㎏

…
1
2
弾

兵
工

廠
に

6
発

命
中

附
近

に
3
発

命
中

な
し

水
上

機
母

艦
神

威
か

ら
1
3
：

1
5
に

発
進

爆
撃

時
間

・
高

度
と

も
に

不
明

で
あ

る
が

、
こ

の
攻

撃
経

過
報

告
が

次
の

時
間

の
作

戦
報

告
前

に
あ

る
た

め
こ

こ
に

記
す

1
機

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

8
機

の
護

衛
あ

り
急

降
下

爆
撃

実
施

爆
撃

の
際

、
一

機
が

高
角

砲
(対

空
砲

)弾
に

命
中

し
撃

墜
、

市
政

府
附

近
に

墜
落

航
空

母
艦

加
賀

航
空

隊 (戦
爆

連
合

部
隊

)

1
3
：
5
5
　

高
度

不
明

中
央

広
播

無
電

台
財

政
部

航
空

母
艦

加
賀

所
属

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

　
1
0
機

九
四

式
艦

上
爆

撃
機

ま
た

は
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

9
機

中
央

廣
播

無
電

台
艦

攻
(4

)艦
爆

(5
)

財
政

部
艦

攻
(6

)艦
爆

(4
)

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

の
装

備
5
0
0
㎏

通
常

爆
弾

　
1
機

1
弾

3
0
0
㎏

爆
弾

1
弾

と
6
0
㎏

陸
用

爆
弾

3
弾

の
併

用
　

1
機

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
3
機

6
弾

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
5
機

3
0
弾

九
四

式
ま

た
は

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
1
弾

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
9
弾

5
0
0
㎏

…
1
弾

3
0
0
㎏

…
1
弾

2
5
0
㎏

…
1
5
弾

6
0
㎏

…
3
3
弾

中
央

廣
播

無
電

台
に

命
中

し
火

災
発

生
財

政
部

に
5
0
0
㎏

爆
弾

1
発

、
2
5
0
㎏

爆
弾

2
発

、
6
0
㎏

爆
弾

3
発

命
中

財
政

部
、

東
方

軍
醫

司
、

舩
政

廠
附

近
も

爆
破

な
し

基
地

発
進

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

4
機

の
護

衛
と

八
戦

隊
・
二

十
二

空
の

水
偵

8
機

の
偵

察
・
観

測
あ

り
装

備
に

関
し

て
は

、
お

そ
ら

く
こ

の
装

備
状

況
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

詳
細

は
不

明

9
/
2
5

 第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

1
1
：
0
0
　

　
2
0
0
0
～

　
　

　
　

　
3
0
0
0
m

中
央

党
部

市
政

府

九
六

式
艦

上
爆

撃
機

　
1
2
機

中
央

党
部

(6
)

市
政

府
(6

)

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
4
弾

6
0
㎏

…
2
4
弾

中
央

党
部

に
8
発

命
中

市
政

府
に

4
発

命
中

他
附

近
の

市
街

に
も

命
中
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2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
機

2
弾

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
機

1
2
弾

合
計

に
関

し
て

は
、

不
明

7
.7

㎜
防

御
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

2
5
0
㎏

…
8
弾

以
上

6
0
㎏

…
7
0
弾

以
上

飛
行

場
掩

体
壕

附
近

に
約

4
0

発
、

飛
行

場
中

央
に

約
3
0
発

命
中

地
上

飛
行

機
3
機

爆
破

し
炎

上
火

薬
廠

に
2
発

命
中

造
兵

廠
に

6
発

命
中

し
炎

上
な

し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

の
護

衛
あ

り
火

薬
廠

で
火

災
が

発
生

し
な

か
っ

た
の

は
壊

滅
状

態
で

あ
る

と
判

断
し

て
い

る
造

兵
廠

は
火

薬
廠

の
南

5
0
0
m

の
と

こ
ろ

で
あ

る
こ

と
か

ら
兵

工
廠

と
同

じ
も

の
で

あ
る

6
0
㎏

…
1
0
8
弾

中
央

格
納

庫
2
発

、
東

部
兵

舎
群

に
約

4
0
発

命
中

爆
撃

の
効

果
は

不
明

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

9
機

の
護

衛
あ

り
故

宮
・
大

校
場

飛
行

場
に

は
敵

機
が

い
な

か
っ

た
1
9
日

鹿
屋

部
隊

が
偵

察
と

し
て

大
校

場
飛

行
場

の
空

中
写

真
を

取
る

1
0
/
2
1

木
更

津
海

軍
航

空
隊

1
2
：
3
0
　

高
度

不
明

浦
口

停
車

場
国

防
硫

酸
亜

廠

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
1
2
機

浦
口

停
車

場
(6

)
国

防
硫

酸
亜

廠
(6

)

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
各

機
2
弾

合
計

2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
4
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

1
0
/
2
0

木
更

津
海

軍
航

空
隊

1
2
：
3
0
　

　
3
0
0
0
～

　
　

　
　

　
3
3
0
0

大
校

場
飛

行
場

格
納

庫
及

び
附

近
兵

舎
群

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
9
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
1
0
8
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

2
5
0
㎏

…
2
4
弾

浦
口

停
車

場
で

は
爆

弾
が

偏
り

命
中

弾
な

し
硫

酸
亜

廠
は

西
側

の
大

型
の

一
棟

に
3
発

、
中

央
一

棟
に

1
発

命
中

し
火

災
発

生
露

天
の

変
圧

所
に

2
発

命
中

し
破

壊
タ

ン
ク

至
近

に
1
発

命
中

し
膨

張
し

て
い

た
タ

ン
ク

が
縮

小
し

た

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

3
機

の
護

衛
あ

り

鹿
屋

海
軍

航
空

隊
1
4
：
0
0
　

高
度

不
明

大
校

場
飛

行
場

火
薬

廠
造

兵
廠

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
1
2
機

大
校

場
飛

行
場

(4
)

火
薬

廠
(4

)
造

兵
廠

(4
)

護
衛

に
つ

い
て

は
不

明
敵

戦
闘

機
と

交
戦

し
た

が
被

害
な

し

0
4
：
5
0
　

高
度

不
明

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
4
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
4
8
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
4
8
弾

格
納

庫
附

近
に

4
発

、
格

納
庫

北
側

に
あ

る
附

属
建

物
に

9
発

、
飛

行
場

南
東

部
に

約
1
0

発
命

中
格

納
庫

附
近

に
あ

っ
た

燃
料

庫
ら

し
き

も
の

一
棟

炎
上

な
し

護
衛

に
つ

い
て

は
不

明
雲

が
多

く
目

標
発

見
に

苦
労

し
つ

つ
も

敵
の

照
射

に
よ

り
位

置
が

特
定

で
き

た
敵

戦
闘

機
と

交
戦

し
た

が
被

害
な

し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

1
1
機

の
護

衛
あ

り
故

宮
飛

行
場

に
は

敵
機

が
い

な
か

っ
た

大
校

場
飛

行
場

に
は

迎
撃

の
た

め
数

機
飛

行
場

よ
り

離
陸

し
て

い
た

1
0
/
1
9

木
更

津
海

軍
航

空
隊

【
概

】

0
3
：
2
0
　

高
度

不
明

大
校

場
飛

行
場

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
4
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
4
8
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
4
8
弾

飛
行

場
に

全
弾

命
中

中
格

納
庫

に
2
発

、
南

側
・
西

側
飛

行
機

、
掩

体
壕

附
近

に
7

発 飛
行

場
内

で
火

災
発

生
地

上
待

機
の

飛
行

機
も

炎
上

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

5
機

の
護

衛
あ

り
句

容
飛

行
場

も
攻

撃
に

含
ま

れ
て

い
る

概
報

の
為

詳
細

は
不

明

1
0
/
1
2

木
更

津
海

軍
航

空
隊

1
5
：
5
0
　

高
度

不
明

大
校

場
飛

行
場

火
薬

廠

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
9
機

大
校

場
飛

行
場

(6
)

火
薬

廠
(3

)

5
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

5
0
㎏

爆
弾

　
1
0
8
弾

5
0
㎏

…
1
0
8
弾

飛
行

場
の

敵
戦

闘
機

に
相

当
の

被
害

火
薬

廠
に

3
0
発

が
命

中
し

火
災

発
生

う
ち

二
棟

に
効

果
大

な
し

9
/
2
8

第
1
3
航

空
隊 (戦

爆
連

合
部

隊
)

【
概

】

時
間

不
明

　
高

度
不

明
大

校
場

飛
行

場
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
　

1
2
機

大
校

場
飛

行
場

(不
明

)
句

容
飛

行
場

(不
明

)
不

明
不

明
飛

行
場

内
の

格
納

庫
が

大
破

な
し
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九
六

式
艦

上
戦

闘
機

3
機

の
護

衛
あ

り
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
も

い
た

が
攻

撃
に

関
し

て
は

不
明

大
校

場
飛

行
場

も
攻

撃
目

標
で

あ
っ

た
が

敵
航

空
機

が
少

な
く
(ダ

ミ
ー

含
む

)爆
撃

価
値

が
な

い
と

し
て

電
話

局
の

み
攻

撃
敵

戦
闘

機
と

空
戦

あ
り

1
2
/
2

第
1
3

航
空

隊
1
2
：
1
5
　

　
4
2
0
0
m

大
校

場
飛

行
場

九
六

式
艦

上
攻

撃
機

　
8
機

第
一

小
隊

(3
)

第
二

小
隊

(3
)

第
三

小
隊

(2
)

第
一

・
第

二
小

隊
各

機
2
5
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
弾

及
び

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
2
弾

合
計

2
5
0
㎏

爆
弾

　
6
弾

6
0
㎏

爆
弾

　
1
2
弾

第
三

小
隊

各
機

6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
6
弾

合
計

　
6
0
㎏

陸
用

爆
弾

　
1
2
弾

総
計

2
5
0
㎏

爆
弾

　
6
弾

6
0
㎏

爆
弾

　
2
4
弾

2
5
0
㎏

…
6
弾

6
0
㎏

…
2
4
弾

飛
行

場
格

納
庫

附
近

に
6
0
㎏

爆
弾

1
2

発
が

命
中

す
る

も
効

果
不

明
な

し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

6
機

の
護

衛
あ

り
予

期
せ

ぬ
敵

戦
闘

機
(ソ

連
製

ポ
リ

カ
ル

ポ
フ

1
6
・
И

-
1
6
)の

編
隊

と
交

戦
戦

闘
機

隊
に

機
銃

弾
を

う
け

る
も

全
機

帰
投

と
あ

る

1
1
/
2
4

第
1
3
航

空
隊 一

連
空

上
海

派
遣

隊

1
4
：
4
3
　

　
3
3
0
0
m

電
話

局
九

六
式

陸
上

攻
撃

機
　

2
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
2
4
弾

6
0
㎏

…
2
1
弾

電
話

局
に

3
～

4
発

命
中

内
部

装
置

に
大

損
害

を
与

え
る

他
の

爆
弾

は
附

近
の

建
築

物
に

命
中

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

9
機

の
護

衛
あ

り
天

候
不

良
の

場
合

無
錫

か
蘇

州
を

爆
撃

す
る

予
定

だ
っ

た 1
機

が
南

京
上

空
に

て
高

角
砲

(対
空

砲
)弾

を
受

け
墜

落

1
1
/
1
5

第
一

連
合

航
空

隊
(鹿

屋
海

軍
航

空
隊

)

1
5
：
5
5
　

　
3
3
0
0
m

大
校

場
飛

行
場

飛
行

機
九

六
式

陸
上

攻
撃

機
　

3
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

　
6
0
㎏

爆
弾

　
3
6
弾

7
.7

㎜
機

銃
3
丁

1
丁

に
つ

き
5
つ

の
弾

倉
合

計
7
.7

㎜
機

銃
弾

倉
　

4
5
個

6
0
㎏

…
3
6
弾

飛
行

機
の

北
側

の
飛

行
場

に
1
7
発

飛
行

機
の

南
側

に
1
9
発

附
近

の
畑

中
に

落
下

効
果

は
少

な
い

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

3
機

の
護

衛
あ

り
揚

州
の

飛
行

場
の

敵
飛

行
機

攻
撃

も
あ

っ
た

揚
州

攻
撃

に
は

艦
戦

9
機

艦
攻

6
機

と
合

同
で

あ
っ

た
が

、
途

中
で

艦
戦

６
機

艦
攻

6
機

が
分

離
し

た
対

空
砲

火
を

受
け

つ
つ

攻
撃

1
1
/
1
1

鹿
屋

海
軍

航
空

隊
1
4
：
3
0
　

　
3
0
0
0
m

大
校

場
飛

行
場

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
9
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
1
0
8
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
1
0
8
弾

南
側

掩
体

壕
(中

型
5
機

含
む

)
に

約
3
0
発

命
中

、
四

ヶ
所

で
炎

上
し

ほ
と

ん
ど

全
滅

東
側

掩
体

壕
(小

型
5
機

)に
1
0

数
発

命
中

、
有

効
と

認
め

る
飛

行
場

に
3
0
発

命
中

1
機

1
1
/
1
0

第
一

連
合

航
空

隊
(お

そ
ら

く
木

更
津

海
軍

航
空

隊
)

1
4
：
0
5
　

　
3
1
0
0
m

1
4
：
1
0
　

　
3
1
0
0
m

大
校

場
飛

行
場

格
納

庫
兵

舎
航

空
機

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
3
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
3
6
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
3
6
弾

格
納

庫
に

2
発

指
揮

所
ら

し
き

建
物

に
3
発

兵
舎

に
6
発

航
空

機
に

至
近

弾
で

あ
る

が
効

果
が

少
な

い

な
し

九
六

式
艦

上
戦

闘
機

9
機

の
護

衛
あ

り
二

連
空

の
九

七
式

艦
上

攻
撃

機
2
機

の
追

加
あ

り
元

々
は

滁
州

飛
行

場
の

敵
航

空
機

へ
の

爆
撃

も
含

ま
れ

て
い

た
が

敵
機

確
認

で
き

ず
南

京
へ

向
か

う
編

制
爆

撃
を

実
施
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註
：

滁
県

の
2
つ

の
飛

行
場

へ
の

爆
撃

で
あ

っ
た

が
、

機
体

発
見

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
明

故
宮

飛
行

場
格

納
庫

に
目

標
変

更
編

制
爆

撃
実

施
第

1
2
空

の
九

六
式

艦
上

戦
闘

機
9
機

と
九

六
式

艦
上

爆
撃

機
6
機

の
合

同
爆

撃
で

あ
っ

た
が

、
目

標
変

更
後

、
艦

戦
3
機

を
護

衛
と

し
て

残
り

は
分

離
し

た
対

空
砲

火
を

受
け

発
動

機
な

ど
に

被
害

が
あ

っ
た

が
墜

落
は

な
か

っ
た

格
納

庫
及

び
附

近
の

飛
行

場
に

約
2
0
発

命
中

格
納

庫
は

命
中

の
際

発
火

、
黒

煙
と

火
災

発
生

飛
行

場
附

近
の

家
屋

に
命

中

な
し

第
1
2
空

・
第

1
3
空

の
九

六
式

艦
上

戦
闘

機
1
5
機

の
護

衛
と

九
五

式
艦

上
偵

察
機

1
機

の
偵

察
あ

り
編

制
爆

撃
実

施
市

街
地

の
大

部
分

と
大

校
場

飛
行

場
は

雲
の

為
視

認
で

き
な

か
っ

た
た

め
明

故
宮

飛
行

場
格

納
庫

を
爆

撃
爆

撃
後

雲
間

よ
り

大
校

場
飛

行
場

を
偵

察
し

飛
行

機
が

な
い

こ
と

を
確

認
第

1
3
空

が
地

上
に

あ
る

敵
戦

闘
機

に
対

し
機

銃
掃

射
を

行
う

1
2
/
5

一
連

空
上

海
派

遣
隊

1
1
：
2
2
　

　
3
3
0
0
m

滁
県

飛
行

場
又

は
明

故
宮

飛
行

場
格

納
庫

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
3
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
3
6
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
3
6
弾

1
2
/
4

一
連

空
上

海
派

遣
隊

1
2
：
0
4
　

　
3
3
0
0
m

南
京

両
飛

行
場

飛
行

機
又

は
明

故
宮

飛
行

場
格

納
庫

九
六

式
陸

上
攻

撃
機

　
3
機

6
0
㎏

爆
弾

　
各

機
1
2
弾

合
計

6
0
㎏

爆
弾

　
3
6
弾

7
.7

㎜
機

銃
の

使
用

数
は

不
明

6
0
㎏

…
3
6
弾

飛
行

場
に

1
8
発

命
中

ガ
ソ

リ
ン

庫
ら

し
き

建
物

及
び

そ
の

他
の

倉
庫

に
1
8
発

命
中

黒
煙

と
火

災
発

生

な
し

「
昭

和
十

二
年

八
月

十
五

日
南

京
攻

撃
戦

闘
詳

報
　

木
更

津
海

軍
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
月

十
五

日
　

戦
闘

詳
報

　
第

六
(八

月
十

九
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」
「
鹿

空
機

密
第

三
八

号
－

六
　

昭
和

十
二

年
八

月
十

九
日

　
南

京
攻

撃
戦

闘
詳

報
　

鹿
屋

海
軍

航
空

隊
」

タ
イ

ト
ル

C
1
4
1
2
0
2
5
3
5
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
4
5
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
4
6
0
0

「
昭

和
十

二
年

十
月

十
五

日
　

戦
闘

詳
報

　
第

十
(八

月
二

十
三

日
)　

第
一

連
合

航
空

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
月

十
五

日
　

戦
闘

詳
報

　
第

十
一

(八
月

二
十

四
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
月

十
五

日
　

戦
闘

詳
報

　
第

十
三

(八
月

二
十

七
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

八
月

二
十

六
日

　
南

京
攻

撃
戦

闘
詳

報
　

木
更

津
海

軍
航

空
隊

」
「
鹿

空
機

密
第

三
六

号
－

五
　

昭
和

十
二

年
八

月
二

十
七

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
鹿

屋
海

軍
航

空
隊

」
「
南

京
空

襲
戦

闘
詳

報
(其

ノ
一

)　
［
自

九
月

十
九

日
至

九
月

二
十

五
日

南
京

空
襲

部
隊

ト
シ

テ
実

施
セ

シ
モ

ノ
］
　

第
十

三
航

空
隊

」
「
二

連
空

機
密

第
九

八
号

　
南

京
空

襲
部

隊
戦

闘
詳

報
」

「
二

連
空

司
令

官
、

第
二

十
二

航
空

隊
司

令
」

「
支

那
事

変
概

報
第

九
号

　
九

月
一

日
～

第
三

十
八

号
九

月
三

十
日

」

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

コ
ー

ド
出

典
：
ア

ジ
ア

歴
史

資
料

セ
ン

タ
ー

所
蔵

　
南

京
空

襲
に

関
す

る
「
戦

闘
詳

報
」
「
戦

闘
概

報
」
一

覧

C
1
4
1
2
0
5
1
0
6
0
0

C
1
4
1
2
0
6
7
4
4
0
0

C
1
4
1
2
0
2
6
2
8
0
0

C
1
4
1
2
0
3
8
2
1
0
0

C
1
4
1
2
0
2
6
5
3
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
4
7
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
5
4
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
5
6
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
5
8
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
6
3
0
0

C
1
4
1
2
0
2
5
6
5
0
0

「
昭

和
十

二
年

八
月

十
九

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
木

更
津

海
軍

航
空

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
月

十
五

日
　

戦
闘

詳
報

　
第

九
(八

月
二

十
二

日
)　

第
一

連
合

航
空

隊
」

C
1
4
1
2
0
2
5
6
4
0
0

C
1
4
1
2
0
3
0
4
2
0
0

C
1
4
1
2
0
2
8
8
6
0
0

①
「
攻

撃
部

隊
」
の

最
後

に
【
概

】
と

あ
る

の
は

「
戦

闘
概

報
」
に

、
そ

れ
以

外
は

「
戦

闘
詳

報
」
に

よ
る

こ
と

を
示

す
。

②
「
爆

撃
時

刻
及

び
爆

撃
高

度
」
に

出
て

く
る

時
刻

は
、

日
本

時
間

（
中

国
時

間
よ

り
1
時

間
早

い
）
。

「
昭

和
十

二
年

十
一

月
十

五
日

　
戦

闘
詳

報
　

第
三

十
三

(十
月

十
二

日
)　

第
一

連
合

航
空

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
月

十
九

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

概
報

　
木

更
津

海
軍

航
空

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
一

月
十

五
日

　
戦

闘
詳

報
　

第
四

十
一

(十
月

二
十

日
)　

第
一

連
合

航
空

隊
」
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「
昭

和
十

二
年

十
二

月
四

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
第

一
連

合
航

空
隊

上
海

派
遣

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
二

月
四

日
　

南
京

及
滁

県
空

襲
戦

闘
詳

報
　

第
十

三
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
二

月
五

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
第

一
連

合
航

空
隊

上
海

派
遣

隊
」

C
1
4
1
2
0
2
8
0
1
0
0

C
1
4
1
2
0
3
0
4
4
0
0

C
1
4
1
2
0
2
8
0
4
0
0

「
昭

和
十

二
年

十
一

月
十

五
日

　
揚

州
南

京
攻

撃
戦

闘
詳

報
　

第
一

連
合

航
空

隊
上

海
派

遣
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
一

月
二

十
四

日
　

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
第

一
連

合
航

空
隊

上
海

派
遣

隊
」

C
1
4
1
2
0
2
8
2
5
0
0

C
1
4
1
2
0
2
6
5
7
0
0

C
1
4
1
2
0
2
7
1
8
0
0

C
1
4
1
2
0
2
7
2
1
0
0

C
1
4
1
2
0
2
7
2
2
0
0

「
昭

和
十

二
年

十
二

月
十

三
日

　
烏

龍
山

砲
台

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
第

一
連

合
航

空
隊

上
海

派
遣

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
二

月
二

日
　

南
京

空
襲

戦
闘

詳
報

　
第

十
三

航
空

隊
」

C
1
4
1
2
0
2
7
3
6
0
0

C
1
4
1
2
0
2
7
4
3
0
0

C
1
4
1
2
0
3
0
4
3
0
0

「
昭

和
十

二
年

十
一

月
十

五
日

　
戦

闘
詳

報
　

第
四

十
二

(十
月

二
十

一
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
二

月
十

五
日

　
戦

闘
詳

報
　

第
六

十
(十

一
月

十
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」
「
昭

和
十

二
年

十
一

月
十

日
　

滁
州

南
京

攻
撃

戦
闘

詳
報

　
第

一
連

合
航

空
隊

上
海

派
遣

隊
」

「
昭

和
十

二
年

十
二

月
十

五
日

　
戦

闘
詳

報
　

第
六

十
一

(十
一

月
十

一
日

)　
第

一
連

合
航

空
隊

」

29



日
付

爆
撃

場
所

( p
.3
1
5
巻
末
附
録
一
覧
表
よ
り
)

敵
機

撃
墜

数
(空

中
)
本

文
中

の
爆

撃
地

点
空

襲
時

の
内

容
空

襲
以

外
の

内
容

8
/
1
5
航

空
基

地
(駐

機
の

8
機

を
爆

撃
)

9
機

南
京
城

内
航
空
基

地
(明

故
宮

飛
行

場
)

南
京
城
外
航
空
基
地

(大
校

場
飛

行
場

)
　
・
格
納
庫
3
棟

　
・
指
揮
所

　
・
庫
外
飛
行
機
8
機

　
　
　
以
上
を
爆
破

午
前
9
時
半
頃
南
京
上
空
に
到
着
。

当
日

は
嵐

(台
風

)で
あ
っ
た
(p
.1
2
1
)。

空
中

戦
で
は

9
機

を
確

実
に
撃

墜
し
た
。

敵
軍

事
施

設
及

び
同

機
関

の
み

を
爆

破
す
る
制

限
爆

撃
(精

密
爆

撃
)の

た
め
低

高
度

で
の

爆
撃

を
実

施
し
た
(p
.1
2
1
)。

低
空

爆
撃

に
よ
り
紫

金
山

や
下

関
、
飛

行
場

か
ら
防

空
砲

火
(対

空
砲

火
)を

受
け
や

す
く
被

害
が

か
な
り
出
て
い
る
。
陸

攻
側

の
損

害
は

8
機

と
そ
の

乗
組

員
で
あ
る
(p
p.
1
2
1
～

1
2
2
)。

Y
隊

数
機

が
故

宮
飛

行
場

、
I隊

数
機

は
大

校
場

飛
行

場
を
爆

破
、
格

納
庫

や
地

上
の

敵
機

を
多

数
爆

破
し
た
と
あ
る
(p
.1
2
2
)。

木
更
津
海
軍
航
空
隊
、
九
六
式
陸
攻
2
0
機
に
よ
る
空
襲
。

1
4
時

5
0
分

～
1
5
時

3
0
分

に
か

け
て
爆

撃
し
1
6
機

帰
還

。
((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中

国
方

面
海

軍
作

戦
〈
1
〉
』
pp
.3
4
3
～

3
4
6
)

火
薬

廠
　
(第

一
次

)
記

載
な
し

南
京
火
薬
廠

午
後
1
時
半
爆
撃
。

一
大
爆
発
と
と
も
に
同
廠
に
火
災
発
生
( p
.1
3
1
)。

1
3
時

3
0
分

九
六

式
陸

攻
7
機

は
南

京
火

薬
廠

、
南

京
兵

器
廠

を
爆
撃
。

参
謀
本
部
、
軍
官
学
校

(第
二

次
)

記
載

な
し

南
京
参
謀
本
部

軍
官
学
校

午
後
8
時
頃
爆
撃
。

そ
れ

ぞ
れ

約
1
0
発

ず
つ
命

中
、
構

内
各

所
に
火

災
発

生
(p
.1
3
1
)。

使
用

爆
弾

に
つ
い
て
は

○
○

キ
ロ
爆

弾
と
あ
り
、
詳

細
は

不
明

と
な
っ
て
い
る
(p
.1
3
1
)。

2
0
時

0
0
分

九
六

式
陸

攻
1
4
機
が

軍
官

学
校

、
国

民
政

府
参

謀
本

部
を
爆
撃
、
全
機
帰
投
。

((
7
2
)『
戦
史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
pp
.3
4
9
～
3
5
0
)

8
/
2
2

8
/
2
3
飛

行
場

(2
回

爆
撃

)
記

載
な
し

飛
行

場

午
後

1
0
時

半
第

一
次

攻
撃

隊
よ
り
探

照
灯

照
射

が
す
さ
ま
じ
く
飛

行
場

が
発

見
で
き
な
か

っ
た
。

第
二
次
攻
撃
隊
に
よ
り
飛
行
場
を
爆
撃
(p
.7
3
)。

探
照

灯
の

照
射

が
す
さ
ま
じ
い
た
め
飛

行
場

と
思

わ
れ

る
場

所
で
数

回
旋

回
し
た
の

ち
位

置
を
確

認
し
爆

撃
。

地
上
の
敵
対
空
砲
や
対
空
機
銃
に
対
し
て
爆
撃
機
の
機
銃
で
応
射
。

2
2
日

に
2
回

爆
撃

を
実

施
(p
p.
7
3
～

7
4
）
。

＊
本
文
で
は
記
載
が
な
い
も
の
の
附
録

の
一

覧
表

で
は

2
3
日

の
欄

に
2
回

爆
撃

と
あ

る
。
お
そ
ら
く
2
2
日

か
ら
日

を
ま
た
い
で
爆

撃
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

報
告

が
2
3
日
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
一

覧
表

で
は
2
3
日
の
表
記
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

8
月

2
2
日

2
1
時

3
0
分

木
更

津
海

軍
航

空
隊

が
大

校
場

飛
行

場
を

第
一
次
爆
撃
。

8
月

2
3
日

0
1
時

4
0
分

木
更

津
海

軍
航

空
隊

が
大

校
場

飛
行

場
を

前
日
に
続
い
て
第
二
次
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中

国
方

面
海

軍
作

戦
〈
1
〉
』
pp
.3
5
1
～

3
5
2
)

8
/
2
4
飛

行
場

(飛
行

機
多

数
)

記
載

な
し

午
後
基
地
を
出
発

大
校
場
飛
行
場
へ
向
か
っ
た
と
あ
る
(p
.7
4
)。

探
照
灯
の
照
射
は
1
，
2
基
と
昨
夜
よ
り
少
な
か
っ
た
。

8
月

2
3
日

2
1
時

5
0
分

木
更

津
海

軍
航

空
隊

の
第

一
次

攻
撃

隊
2
機

が
発
進
。

8
月

2
4
日

0
1
時

0
0
分

第
一

次
攻

撃
隊

が
南

京
警

衛
司

令
部

を
爆

撃
。
目

標
誤

認
の

た
め
効

果
な
し
。

1
3
時
0
0
分
　
木
更
津
海
軍
航
空
隊
に
南
京
飛
行
場
爆
撃
の
命
令
。

1
8
時

0
0
分

木
更

津
海

軍
航

空
隊

の
九

六
式

陸
攻

6
機

が
済

州
島

発
進
。

2
1
時
3
0
分
　
南
京
大
校
場
飛
行
場
を
爆
撃
、
全
機
帰
投
。

途
中

中
国

空
軍

戦
闘

機
と
交

戦
、
一

機
撃

墜
。

8
/
2
7
市

附
近

、
憲

兵
団

、
兵

工
廠

記
載

な
し

爆
撃

を
2
回

行
っ
た
(p
.1
3
3
)。

0
1
時
4
0
分

木
更
津
海
軍
航
空
隊
の
う
ち
4
機

が
南

京
に
到
着

し
爆

撃
(機

体
は

九
六

式
陸

攻
か

)。
0
2
時

2
0
分

木
更

津
海

軍
航

空
隊

の
残

り
4
機

が
南

京
に
到

着
し

爆
撃
　
8
機
中
1
機
撃
墜
さ
れ
る
。

0
4
時

0
0
分

鹿
屋

海
軍

航
空

隊
6
機

が
南

京
の

兵
器

廠
を
爆

撃
。

全
機
帰
投
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
3
5
3
)

飛
行
場
　
兵
工
廠
　
そ
の
他

2
1
機

午
前
8
時
上
海
か
ら
南
京
へ
進
行
。

南
京
上
空
に
到
着
後
敵
戦
闘
機
(カ

ー
チ
ス
ホ
ー
ク
)と

友
軍
戦
闘
機
が
戦
闘
。
敵
戦
闘
機
2
3
機
撃

墜
(p
.1
3
9
)。

憲
兵

司
令

部
、
軍

事
施

設
6
機

午
後

4
時

過
ぎ
別

の
一

隊
が

空
襲

を
実

施
(p
.1
3
9
)。

8
/
1
9

9
/
1
9

地
上
の
飛
行
機

格
納
庫

兵
工
廠

放
送
局
等
重
要
施
設

日
本
軍
に
よ
る
本
格
的
な
空
襲
が
始
ま
る
。
戦
闘
機
の
援
護
を
う
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
南
京
上
空
に
お
け
る
制
空
権
が
日
本
優
勢
に
な

る
。
1
9
日
か
ら
2
2
日

ま
で
に
敵
戦
闘
機
4
2
機

を
撃
墜
と
あ
る
。

本
文
に
は
「
南
京
最
後
の
日
」
「
死
の
都
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
(p
.1
4
0
)

表
５
．
『
支
那
事
変
戦
記
』
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9
/
2
0
国

民
政

府
、
飛

行
場

、
参

謀
本

部
、

富
貴

山
砲

台
4
機

午
前

　
国
民
政
府

　
参
謀
本
部

　
無
線
電
信
所
等

午
後

　
雨
花
台
砲
台

　
富
貴
山
砲
台

大
校
場
飛
行
場
等

午
前
、
午
後
に
爆
撃
(p
.1
4
1
)。

一
覧

表
の

飛
行

場
は

大
校

場
飛

行
場

で
あ
る
(p
.1
4
1
)。

2
回
南
京
爆
撃
を
実
施
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
4
0
6
）

9
/
2
2
中

央
党

部
、
航

空
省

、
防

空
委

員
会
、
北
停
車
場

4
機

航
空
署

防
空
委
員
会

中
央
党
部

北
停
車
場

砲
台
等

そ
の

他
重

要
軍

事
施

設

朝
か
ら
晩
ま
で
前
後
7
回
に
わ
た
っ
て
空
襲
を
実
施
。

敵
戦

闘
機

4
機

撃
墜

(p
p.
1
4
1
～

1
4
2
)。

2
1
日

は
天

候
不

良
で
中

止
。
(p
.1
4
1
)

本
文

に
よ
る
と
雨

な
ど
で
南

京
の

天
気

が
悪

い
日

以
外

は
爆

撃
を

実
施

し
た
と
あ
る
(p
.1
4
2
)。

3
回
に
渡
っ
て
爆
撃
を
実
施
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
4
0
6
）

無
電
台
〔
中
央
広
播
無
電
台
〕
、
軍

政
部
、
交
通
兵
団
、
北
極
閣
、
防
空

砲
台

記
載

な
し

4
回
に
渡
り
爆
撃
を
実
施
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
4
0
6
）

＊
戦
史
叢
書

で
は

8
月
の
内
容

と
あ
る
が

誤
植

の
可
能
性
あ
り

敵
艦

記
載

な
し

9
/
2
7
硫

酸
工

場
記

載
な
し

9
/
2
8
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

1
0
/
5
記

載
な
し

記
載

な
し

1
0
/
6
記

載
な
し

9
機

表
２
番

号
5
1
・
5
2
、
表

３
番

号
4
2
・
4
3
よ
り
、
大

校
場

飛
行

場
と
考

え
ら
れ
る
。

1
0
/
1
2
大
校
場
飛
行
場
　
軍
事
施
設

5
機

1
0
/
1
4
飛

行
場

1
機

1
0
/
1
6
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

第
十
三
航
空
隊
が
南
京
空
襲
を
実
施
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
4
1
5
）

1
0
/
1
8
軍

事
施

設
記

載
な
し

第
十
三
航
空
隊
が
南
京
空
襲
を
実
施
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
4
1
6
）

1
0
/
1
9
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

1
0
/
2
0
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

1
0
/
2
1
大
校
場
飛
行
場
　
火
薬
廠
　
造
兵
廠

記
載
な
し

1
0
/
2
2
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

1
0
/
2
3
飛

行
場

記
載

な
し

1
0
/
2
4
記

載
な
し

1
機

1
0
/
2
6
飛

行
場

記
載

な
し

1
1
/
1
0
格
納
庫
　
兵
舎

記
載
な
し

1
1
/
1
1
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

1
1
/
1
5
諸

軍
事

施
設

記
載

な
し

1
1
/
2
2
軍

事
施

設
3
機

1
1
/
2
4
大
校
場
飛
行
場
　
地
上
機
数
機

3
機

九
五
式
陸
攻
3
機
、
艦
戦
9
機
、
艦
爆
6
機
が
電
話
局
を
空
襲
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
pp
.5
0
8
～
5
0
9
）

1
1
/
2
5
大
校
場
飛
行
場
　
地
上
機
数
機

記
載
な
し

艦
戦
9
機
、
艦
爆
5
機
が
大
校
場
飛
行
場
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
0
9
）

1
2
/
2
大

校
場

飛
行

場
戦

闘
機

1
0
機

重
爆

撃
機

3
機

ソ
連

製
戦

闘
機

3
0
機

　
重

爆
撃

機
6
機

と
交

戦
し
た
(p
.3
2
0
)。

1
2
時
1
5
分
　
九
六
式
陸
攻
8
機
、
九
六
式
艦
戦
6
機
が
南
京
を
空

襲
。
艦
攻
は
大
校
場
飛
行
場
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
1
0
）

1
2
/
3
大

校
場

飛
行

場
記

載
な
し

艦
戦
2
1
機

、
艦
爆
1
2
機
が
南
京
に
向
か
う
も
中
国
軍
機
が
無
く
、
付

近
の
飛
行
機
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
pp
.5
1
0
～
5
1
1
）

9
/
2
5
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1
2
/
4
城
内
　
飛
行
場

記
載
な
し

九
六
式
陸
攻
3
機
、
艦
戦
9
機
、
艦
偵
1
機
が
明
故
宮
飛
行
場
を
爆

撃
。

1
2
/
5
飛

行
場

記
載

な
し

燃
料

庫
を
爆

破
(p
.3
2
0
)。

九
六
式
陸
攻
3
機
、
艦
戦
3
機
が
明
故
宮
飛
行
場
格
納
庫
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
1
1
）

1
2
/
8
地

上
部

隊
記

載
な
し

陸
軍

の
南

京
攻

略
戦

へ
の

協
力

(p
.3
2
1
)。

1
2
/
1
0
城
門
　
故
宮
飛
行
場
　
軍
官
学
校

記
載
な
し

陸
軍

の
南

京
攻

略
戦

へ
の

協
力

(p
.3
2
1
)。

艦
爆
が
正
午
前
後
に
中
山
門
、
光
華
門
、
通
濟
門
、
敵
陣
地
そ
の

他
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
pp
.5
1
1
～
5
1
2
）

1
2
/
1
1
富

貴
山

砲
台

記
載

な
し

陸
軍

の
南

京
攻

略
戦

へ
の

協
力

(p
.3
2
1
)。

艦
攻
、
艦
爆
が
明
故
宮
飛
行
場
を
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢
書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
1
2
）

1
2
/
1
2
城
門
　
陣
地

記
載
な
し

陸
軍
の
南
京
攻
略
戦
へ
の
協
力
。

一
部

は
長

江
上

の
敗

走
兵

へ
攻

撃
(p
.3
2
1
)。

艦
爆
、
艦
攻
、
艦
戦
が
南
京
城
内
の
陣
地
と
浦
口
を
終
日
爆
撃
。

((
7
2
)『
戦
史
叢

書
　
中
国
方
面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
1
2
）

1
2
/
1
3
明

故
宮

飛
行

場
附

近
陣

地
烏
龍
山
砲
台
　
劉
子
口
砲
台

記
載

な
し

南
京
陥
落
に
よ
り
南
京
空
襲
が
終
了
(p
.1
4
2
)。

南
京
城
占
領
。

((
7
2
)『
戦

史
叢

書
　
中
国
方

面
海
軍
作
戦
〈
1
〉
』
p.
5
1
2
）

註
：

出
典

：
阿

部
信

夫
（
編

著
）
1
9
3
9
『
支

那
事

変
戦

記
―

海
軍

航
空

戦
―

』
大

日
本
雄
辦
会
講
談
社
。

　
　
　
※
南
京
空
襲
に
関
す
る
情
報
を
抜
粋
し
て
整
理

④
「
空

襲
以

外
の

内
容

」
に
出

て
く
る
時

刻
は

、
日

本
時

間
（
中

国
時

間
よ
り
1
時

間
早

い
）
。

②
「
空
襲
時
の
内
容
」
「
空
襲
以
外
の
内
容
」
に
あ
る
（
頁
数
の
み
）
は
、
出
典
の
頁
数
を
示
す
。

①
「
爆
撃
箇
所
」
の
〔
　
　
〕
は
、
整
理
を
行
っ
た
筆
者
三
名
に
よ
る
説
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

③
「
空

襲
以

外
の

内
容

」
の

冒
頭

に
「
＊

」
が

付
さ
れ

た
文

は
、
整

理
を
行

っ
た
筆

者
三

名
に
よ
る
註

記
で
あ
る
こ
と
を
を
示

す
。
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